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田　村　泰　男

1.授業科目一覧

授 業 科 目
芸菱 学 期 別 週 授 業 時 数

%前 期 後 期 通 年

◎ 日 本 籍 I A 1 2 2 芸輩 芸害毒芸

◎ 日 本 評 I B 1 2 2

日 本 籍 I C 1 2 2

日 本 帝 I D 1 2 2

◎ 日 本 醇 Ⅱ A 1 2 2

日 本 語 Ⅱ B 1 2 2

日 本 諦 Ⅱ C 1 2 2

日 本 籍 Ⅱ D 1 2 2

日 本 籍 Ⅱ E 1 2 2

日 本 帯 Ⅱ F 1 2 2

日 本 語 Ⅲ A 2 2 2

日 本 醇 Ⅲ B 2 2 2

日 本 帯 Ⅲ C 2 2 2

日 本 語 Ⅲ D 2 2 2

日 本 帝 Ⅳ A 2 2 2

日 本 帯 Ⅳ B 2 2 2

日 本 静 Ⅳ C 2 2 2

日 本 語 Ⅳ D 2 2 2

◎ 日 本 籍 V A 2 2 2

日 本 帝 V B 2 2 2

日 本 静 Ⅴ C 2 2 2

日 本 静 V D 2 2 2

日 本 語 Ⅴ E 2 2 2

日 本 事 情 A 2 2 2

日 本 事 情 B 2 2 2

日 本 事 情 C 2 2 2

日 本 事 情 D 2 2 2

日 本 事 情 E 2 2 2
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2.授業内容

(東広島キャンパス)
レベル1 (Level 1)

授業科 目 日本籍 I A ・ I B - I C ・ I D

C ourse T…e Japanese I A ・ I B - I C ・ I D

担 当教官 堀 田泰 司 . 下村真理子 . 渡 部浩見 . 山中康子

Professor T .H otta ・M.Shim om ura ・H .W atanabe 蝣Y .Y am anaka

目 標 か な及び基本 的な漢字 の読 み方 . 書 き方 、初 歩的な文 法 を習 得 させ る。

A im s T o enable students to read and w ri te kana (the phonetic syllabari es) and basic kanji
(C hinese characters),and to fam iliarize them w ith rudim entary gram m ar.

内 容 1.文字 の導入 2.基本文 型 の導 入 3.音 読練習

C ontents 4. 口頭 及び筆記 によ る応 用練習

1.Introduction ofw ritten characters. 2.Introduction ofbasic sentence patterns.

3.Practice reading aloud.

4.Practice using the language both by speaking and by taking notes.

テキス ト みんな の 日本椅初級 1

T ext M inna no N ihongo 1

レベル2-1 (Level　2-1)

授業科目 日本籍 n a ・n b ・n c

C ourse T itle Japanese II A ・II B ・II C

担当教官 石原浮也 . 松崎寛 . 坂田光美

Professor J.Ishihara 蝣H .M atsuzaki・T.Sakata

目 標 初級クラスで学習 した基礎的な帯桑 . 文型 . 表現の定着 をはかるととも

Aim s に、帯衆力を高め、豊かな表現力を身に付けさせる。加えて種々の場面

に応じた実用的な 日本静能力を習得させる。

To consolidate the basic vocabulary,sentence patterns,and expressions studied in th e

elem entary classes.T o enrich vocabulary and expressive ability.T o teach practical

Japanese suitable to various situations.

内 容 短文を中心に構成され、会話を多 く取 り入れた教材を用い、場面に応 じ

Contents た適切な表現を学びなが ら、既習の騎乗 . 文型 . 表現の応用紋習を行う

。併せて新出の詩集 . 文型 . 表現を口頭故習、書 く練習によって学習 し

、より日本籍 らしい表現の習得 を目指す。

Use m aterials m ainly com posed ofshort passages and conversations.

A pply know n vocabulary ,sentence patterns,and expressions w hile learning

appropri ate expressions for differentsituations.T hen,com bine new vocabulary,
structures,and expressions in oraland w ritten practice,aim ing to learn m ore natural

Japanese.

テキス ト みんなの日本晴初級 2

Text M inna no N ihongo 2

-68-



レベル2-2(Level　2-2)

授業科 目 日本静 I D - I E - E F

CourseTitle Japanese II D ・II E ・II F

担当教官 田村泰男 . 坂田光美 .渡辺久美
Professor Y .Tam ura ・T.Sakata ・K.W atanabe

目 標 初級クラスで学習 した基礎的な荷受 .文型 .表境の定着をはかるととも

A im s に、誇衆力を高め、豊かな表現力を身に付けさせ る。加えて種々の場面

に応じた実用的な日本帯能力を習得 させる。

To consolidate thebasicvocabulary,sentencepatterns,and expressionsstudied in the

elem entary classes.To enrich vocabulary and expressive ability.To teach practical
Japanesesuitable to varioussituations.

内 容 1.文型紋習の積み上げによ り文型 . 帝兼の定着をはかる。

Contents 2.あいさつなどの借用的表現を学び、場面や状況 にふさわしい表項能力

を養う。
3.短い会話をテープで開き、内容の要点を把握する練習 と質問に答える

練習を行 う。

1.A ttem ptto gain m astery ofstructuresand vocabulary through increased sentence
pattern practice.

2.D evelop expressiveabilities forvarioussituations,and to teach com m on expressions
such asgreetings and the like.

3.Listen to short,taped conversations,and then attem ptto grasp m am pointsand
answer factualquestions.

テキス ト みんなの日本籍初級 2
Text M inna no Nihongo 2

レベル3(Level　3)

授 業科 目 日本 籍i a ・m b

C ourse T itle Japanese El A ・ffl B

担 当教官 石原浮 也
P rofessor J.lshihara

目 標 中級 レベル の長 い文 革を 読み、 それ が何 を伝えよ うと した もので あるか

A im s を確 実 に読 み取る読解 力 を身 に付 け、更 にその内 容 を的確 に 言語表 環で
き る能力 を養 うことを 目標 とす る。

T o acquire reading com prehension ability by reading long,interm ediate-levelpassages
and com ing to understand reliably w hat these texts com m unicate. M oreover,to foster
accurate linguistic expression.

内 容 授業 は、 日本 の生活 . 習慣 な どを題材 としたテキ ス トを用 い て行 う。 日

C ontents 常 よ く用 いる言葉及 び表 賀 文型 をで きるだ けた くさ ん確実 に覚 え 、それ

らを使った例 文を作 る練 習 をす る。各課 の 終了後 は、 理解 の程 度 を確か

め るため に、必ず 口頭 で文 章 の内容 につ いて発表 す る と共 に 、各 自質問

紙 に答えて も らう。

T he them e ofthe text is Japanese life and custom s.Students learneveryday w ords and
expressive sentence structures,and practice com posing exam ple sentences w ith those.
T o be certain of the students'degree of understanding,at the end ofthe course,
students give an oralreportbased on the contents of the text,as w ellas answ er an
individualquery sheet.

テキ ス ト 日本帯 2ndス テ ップ
T ext N ihongo 2nd step
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授 業科 目 日本帯 Ⅲ D

C ourse T itle Japanese III D

担 当教官 渡部清見

Professor H .W atanabe

目 標 実際 の耕 義や ニュー スを聞 いて理解 で きるよ うにな る ため の準備 段階

A im s として本 授業 を位 置付 け、一定 の長 さが あ る聴解 教材 の 内容 の概要 把梶

がで きるよ うな聞き取 り能力 を身 に付 ける ことを 目標 とす る。 また、聞

いて分 かる理解 騎乗 を増やす こ とも 目標 とす る。

T o listen to actuallectures and new s reports and to gain steps tow ard com prehension.

T he aim is to im prove understanding of spoken Japanese by using fixed-length listening

com prehension m aterials,and also,to expand listening com prehension vocabulary.

内 容 ランゲー ジ . ラボ ( L L ) を利用 し、全 体授 業 に加 え 、個別 学習 . 個

C ontents 別 指導 を行 う。

U se the Language Lab (L L),and engage in individualstudy and gu idance in addition

to regular class.

テ キス ト プ リン トを配布す る。

T ext P rinted m aterials w illbe distributed.

レベル4(Level　4)

授業科 目 日本 語IV A 蝣IV B

C ourse T itle Japanese IV A ・IV B

担 当教官 田村 泰男

Professor Y .T am ura

目 標 日本 語 Ⅲまで に学習 して きた項 目につ いて確 実 に運 用 で きる よう にさせ

A im s ると ともに、 日本静 の 「聞 く」 「話す 」 「読 む」 「書 く」 の四 技能 をバ

ランスよ く身 に付 けさせ る。

T o apply the item s learned up to Japanese Ml,and atthe sam e tim e,to acquire a

balance of the four language skills : listening,speaking,reading,and w riting.

内 容 読解用 教材 を読む こ とによって 、既習 の文 型 . 市 費 . 表現 を軽 理 し、併

C ontents せて新 しい文 型 . 静 負 . 表現 を学習す る。 その 際、 口頭練 習で 定着 をは

か る とともに、書 き言葉 に属 す る言 い回 し、或 いは文 型 を 「書 く」作 業
によって練習 し、文 章 レベ ルで の理解 をはかる。 これ らの作業 の後 、敬

材 の内容理解 を確認 す るため に練 習 問題 を使 って 質疑 応答 を行 う。

R evise learned and teach new sentence patterns,vocabulary,and expressions through

the reading oftexts. T his is supplem ented by oralpractice.P ractice by studying the

operations ofw ri tten structures and the m odes of expression in w ritten language.

A fterw ards,in order to confirm understanding of the texts,there is a question and

answ er session and an opportunity to m ake use of practice questions.

テキス ト

T ext

テー マ別 中級 か ら学 ぶ 日本諦
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授業科 目 日本籍Ⅳ C

C ourse T itle Japanese JV C

担 当教官 中川正弘

Professor M .N akagaw a

目 標 日本詩作文 を書 くことで、文 法や語 麦 をそ の選 び方 、使 い方 と して理

A im s 解 させ る。
T o w rite com positions and to gain an understanding ofthe use and selection of

gram m atical structures and vocabulary.

内 容 1.作文例 を分析 しなが ら読む ことで 、テー マ、 内容 を考 え るだ けで はな

C ontents く、文法や 街泉 につ いての理解 を正 す。
2.作文例 と同 じテー マで 自分で も作文 を書 く中で 、 いろい ろな スタイル

の使 い分 けや 、辞書 に出て くる類義 表境 の選び 方な ど、 ことばの能動

的な運用練 習 をす る。
3.作文 はす べて添 削 した後 返却す る ので、 自分 の 日本帝 の 弱点 を確琵 し

、学習 の 自壊 をはっ き りさせ る。

1.W hile analyzing exam ple com positions,students consider notjust the them es and con

tents,butalso,com e to an understanding of gram m ar and vocabulary.

t Practice active application of w ords and sim ilar expressions from dictionaries,and

the vari ety ofstyles used in w ri ting,as students w ri te their ow n com positions based

on the sam e them es as the exam ples.
2.A fter receiving corrected com positions,students identify their ow n w eak p oints and

clarify their aim s ofstudy.

テキ ス ト 作 文例 と文 法、請負 を ま とめた プ リン トを毎 回配布 す る。

T ext O ri ginalm aterials

授業科 目 日本 籍Ⅳ D

C ourse T itle Japanese IV D

担 当教官 坂 田光美

Professor T .Sakata

目 標 日常会話で交 わ され る会話 を聞 き取 り、 自然な 口静 で会 話す る能 力 を秦

A im s う。

T o im prove the conversationalskillby listening to various types ofdaily conversation

am ong native Japanese speakers.

内 容 ラ ンゲー ジ . ラボ (L L ) を利用 し、 全体授 業 に加 え 、個 別 学習 . 僻

C ontents 別 指導 を行 う。

U se the Language L ab (LL ),and engage in individualstudy and gu idance in addition

to regular class.

テキ ス ト な め らか 日本 静会話

Text Successful C om m unication in Japanese
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レベル5(Level　5)

授業科 目 日本誇 V A

担 当教官 深見兼孝

目 標 時事 日本 語 の聴解 能力 を貴 い、併せ てそ れ に特 有 の帝 轟 . 表 現 を学 習す

る。

内 容 A . 時事 論評 を聞 き、そ の内容 を理解す る練 習を行 う。
後 にそ れを文字化 した もの を読み 、理解 を補足 す る。

さ らに重 要詩句 の使 い方 につ いて練 習す る。

B - ニ ユI スを聞 き、
1)そ の内容を理解す る練 習 を行 う。

2)ス ク リプ トの完成 を行 う。

テキ ス ト 市販 の中 . 上級用教材 の一部 と付 属 のテー プ及び 、 自主 教材 。

授業科 目 日本語 V B

担 当教 官 中川正 弘

目 標 日本語 にお ける r表現 」 の様 々 な側面 を考察 す る ことで、 内容や文 法 の
レベル に と どま らず 、表 環行 為や 解釈行 為 まで含 めた 「こと ば」 とはど

ん なもので あるか を理解 す る。

内 容 文 章練 習 とそ の徹底 的な分析 を柱 とす る。 ほぼ毎 週短 い作 文 を提 出 して

も らい、 これ は当然添 削 して返却 す るが、添 削で は到底 表 す こ とがで き
な い 日本語 という言語 の 問題 、誤 用 の分析 、 また 言葉 の 「選び」 な どに

現れ る 日本文 化、 日本社 会 の考 察 を通 して 、外国 人の 日本 醇 と 日本人 の

日本帯 を願 ててい るものが 何で あ るか検 討 してゆ く。

テキス ト 用 例分析 のプ リン トを毎 回配布す る。

授業科 目 日本籍 V C

担 当教 官 石 原浮也

目 標 1)現代の若 者が使 う帯食 、表現 を 身につ け、 同時にそ の背 景 にあ る 日本

文化 を理解 す る。

2)聴解 能 力の向上 。

内 容 映画、テ レビ ドラマ を見 なが ら学 生 に質 問 をして、理 解 が不 十分で あ る

と思われ る語乗 、表項、 発音 、出演 者 の行 動 について 解釈 を加 える とと

も に、適宜 、学生 同士 に議論 を行 わせ る。

テキス ト 適 宜印刷 物 を配布 す る。
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授業科 目 日本籍Ⅴ D

担 当教 官 田村泰男

目 標 類義静 . 慣用 句 を中心 とした 帯先や 上級 文法 を習得 させ る こ とによ っ

て 日本静 の読解 力 . 表現 力 を高 め る。

内 容 主 と して、詩 集 を中心 に授業 を行 う。
I.漢字 の訓読 み、特別な 読み方 をす る漢 字 2.類 義静 . 類 意表 現

3.慣用 句 4.接 頭辞 . 接 尾辞 5.新 聞の 語女 . 表 現

テ キス ト 自主教材

授 業科 目 日本語 Ⅴ E

担 当教官 山 中康子

目 標 文芸作 品 を中心 にまと まった 長 さの文 章 を読 み、 それ に対す る意 見 を

述べ る ことを通 して 、 日本籍 の表境 を理解 す る力 、 また 、 日本 籍 に よる

表現 力を高 める。

内 容 主 として、文 芸作 品の読解 を中心 に授 業 を行 う。

1 . 作 品の 内容 把握

2 . 難解 な語兼 . 上板文 法事項

3 . 情 景描写 . 感情表 現 の理解

4 . 作 者の表 現意 図

5 . 読後感想 . 作品 に対 す る意見

テキス ト 自主教材

授業科 目 日本事 情 A

担当教官 浮 田三 郎

目 標 日本 の諺 を学 ぶ ことによ り (時 には世界 各 国の捗 と対 照比較 して ) 、 日
本語 的な表現 、 日本 的な考 え方、 日本 の文化 . 風 土な どの理 解 を 目指す

内 容 日本 の代表 的な諺 を、時 には世界各 国 の哲 と対照 比較 しな が ら、 日本 籍

的 な表 現 、 日本的 な考 え方 、 日本 の文化 . 風 土 を学習す る。各 々の彩 が
もうてい るテーマや そ こで 使用 されて いる 素材 を考 える。諺 の表 現 の特

徴や お もしろ さを考 える。簡 単 なクイ ズ形 式の設 問 を用 いて考 えて みる
積金 を与 える。各 々の諺 につい て、留 学生 達の意 見 、対照 比較 で きるよ

うな 自国 の諺 や表 現 とそ の考え方 を発表 して も らい 、意見 の交 換 をする

。

テキ ス ト 自主教材
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授業科 目 B # 1 *ffi B

担当教官 長谷川伸次

目 標 日常生活や社会的慣行の中に息づく日本の伝統文化や社会的風土を観察
. 認識することで、時事問題へのよ り深い理解 と学習を目指す。

内 容 1.新聞、雑誌等を板子 として、日本の社会的経済的問題点を村議する。
2.日本人 . 日本社会の思考体系や行動様式 を討議する。
3.必要に応じて公共施設や企業訪問を実施する。

テキス ト 自主教材

授業科 目 日本事情 C

担 当教官 玉岡賀津 雄

目 標 言語処 理 に関す る基本 的な特徴 を具 書籍 間で 比較考 察す る こ とによっ

て、異文化 間 のコ ミュニ ケー シ ョンで 起 こる多 様 な環象 を理解 す る。

内 容 本授業 は、 「先文化 間コ ミュニケー シ ョン」 と題 して 、以下 の ことを

学ぶ 。
(1) 言辞処 理 にお ける音声 . 音字 . 統 括 . 意 味 的要素 、 (2)単 語 の形態 素

構成 お よび単詩 自体 の様 々な特徴 によ る認知 処 理へ の影野 、 (3) 文章 の

統括 的分析 とそ の認知処 理、 (4) 意味 的な認 知 、 さ らに (5) 音詩 を超 えた
社会 . 文化 . 習慣 的な知識 の書籍 理解 への影 響 につ いて、 日本 と他 の言

帝 を比較考察 す る ことによって 、普通 的 または特 殊な 言語認 知処 理モチ

ル を摸索す る。

テキ ス ト 必要 な文献 を紹介 または プ リン トして 配布す る 。

授業科 目 日本 事情 D

担 当教官 橋本 敬司

目 日本 人で さえ 自覚 的では ない 日本 人 と 日本 とい う文化 の形 につ いて、磨

修者 が互 いに議論す る ことを通 して考察 し、そ れぞれ の 日本 人 と 日本 を

発見 して行 く。

内 容 新聞 な どの記 事 をテ キス トとし、記事 の内容 を 正確 に理解 した 上で、居

修者 が互 いの意見 を発表 しなが ら討論考 察す る 。

テキス ト テキ ス トは特 にな し。資料 は コ ピーで 配布す る 。
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授 業科 目 日本 事情 E

担 当教官 今 石正人

日 額 戦後 の 日本映画 を いくつ か観賞す る ことで 、広 くは 日本文 化 と社 会 、

狭 くは家族 関係 の変 遷 につ いて の理 解 を深 め させ る。

内 容 小棒安二 郎 の r東京物醇 」、 山田洋次 の 「家族 」 、森 田芳 光 の 「家 族

ゲーム 」を比較検 討す る。
戦後 の歴 史 、時代背景 、監督 、主題 、家族 の描 かれ 方、観 客 の反応 .

評価 について説 明 し、学 生の 出身国 の家族 形態 との 比較や相 違点 . 類

似 点な どをデ ィスカ ッシ ョンす る。

テキス ト 小棒安二 郎 「東京 物静」 、山 田洋次 「家族 」 、

森 田芳光 「家族 ゲーム」 ほか

参 考文献 佐 藤忠夫 「映 画を どう見 るか」 講談社 新香 1976年 、

佐 藤忠夫 「見 る ことと見 られ る こと」 日本 評論社 199 1年

川本 三郎 「今 ひ とたび の戦 後 日本映画 」岩 波書店 1994年 、

D ona ld R ich ie, Japanese C in em a,Ox ford U .P ., 19 90

Ian B rum a, B eh ind the M ask , A M e r id ian B ook , 1985

T adao Sa to, Cu rren ts in Jap anese C inem a, K odan sha, 1982

(霞キャンパス)
レベル1(Level 1)

授業科目 日本帯 I A ・I B

C ourse T itle Japanese I A ・I B

担当教官 渡部清見 . 下村真理子

Professor H .W atanabe ・M .Shim om ura

目 標 かな及び基本的な漢字の読み方 . 書き方、初歩的な文法を習得させる。

Aim s T o enabte students to read and w ri te kana (the phonetic syllabari es) and basic kanji

(C hinese characters),and to fam iliarize them w ith rudim entary gram m ar.

内 容 1.文字の導入 2.基本文型の導入 3.音読故習

Contents 4 .口頭及び筆記による応用紋習

1.Introduction ofw ri tten characters. 2.Introduction of basic sentence patterns.

3.Practice reading aloud.
4.Practice using the language both by speaking and by taking notes.

テキス ト みんなの日本帯初級 1

Text M inna no N ihongo l
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レベル2(Level　2)

授 業科 目 日本語 ⅡA

C ourse T itle Japanese II A

担 当教官 渡 部清 見

Professor H .W atanabe

目 標 初 級ク ラス で学習 した基 礎 的な静費 . 文型 . 表 現 の定着 をは かる と とも

A im s に、帝 衆力 を高め、豊 かな表現 力 を身 に付 けさせ る。 加 えて種 々 の場面

に応 じた実用 的な 日本語 能 力を習得 させ る。

T o consolidate the basic vocabulary,sentence patterns,and expressions studied in the
elem entary classes.T o enrich vocabulary and expressive ability.T o teach practical

Japanese suitable to various situations.

内 容 短文 を中心 に構成 され 、会話 を多 く取 り入 れた教 材 を用 い、場 面 に応 じ

C ontents た適切 な表現 を学 びなが ら、既習 の詩 貴 . 文型 . 表現 の応用 練 習 を行 う
。併せて 新出 の語 慶 . 文 型 . 表現 を口頭練 習、書 く練 習 によ って学習 し

、よ り日本語 らしい表現 の習得 を 目指 す。

U se m aterials m ainly com posed of shortpassages and conversations.

A pply know n vocabulary ,sentence patterns,and expression s w hile learning

appropriate expressions for different situations.T hen,com bine new vocabulary,

structures,and expressions in oraland w ritten practice,aim ing to learn m ore natural

Japanese.

テキ ス ト み んなの 日本 語初級 2

T ext M inna no N ihongo 2

レベル5(Level　5)

授業科目 日本語V A

担当教官 下村真理子

B a 慣用的表現や上級文法 を習得させることによって日本晴の読解 力、文
章表現力を高めさせる。 また、時事 日本語の聴解 力も養わせる。

内 容 主として新聞の記事か ら題材をとり、漢字の読み書き、tF 用句、文法
などの問題点をテキス トとしてまとめたものを用 いる。授業では、まず
読んで理解 し、次にそれ に対する自分の意見をまとめて発表し、討論へ
と発展させる。また、ニュースなどを聞くことにより、聴解 力を養い、
文章表境 との違いを理解する。

テキス ト 自主教材
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3.時間割

(東広島キャンパス)

レベ ル 1 レベ ル 2 - 1 レベ ル 2 ●2 レベ ル 3 レベ ル 4 レ ベル 5

月

1

2

9 :00 -

10 :30

3 10 :50- 日本醇 ⅡA 日本 醇 ⅡD 日本 持 V E

噂
4 12 :20 石 原 a 10 2 田村 (L I04) 山 中 (K 20 3)

5 13 :10- 日本 椅 I D 日本晴 Ⅳ A 日本 事 伸 C

日
6 14 :40 山 中 (K 1 13) 田 村 (K U 4) 玉 岡 (K 2 17

7

8

15 :0 0一

16 :30

日本 晴 Ⅲ A

石 原 (K 2 15 )

日本 椅 V A

深 見 (K 21 7)

火

1

2

9 :00 ー

10 :30

3 10 :50- 日本 籍 ⅡB 日本 持 Ⅱ E 日本 晴 V C

■l
4 12 :2 0 松 崎 (X 2 16) 坂 田 (K 203 石 原 (K 30 8)

5 13 :10- 日本 商 I B 日本 醇 Ⅲ B 日本 事 情 E

日
6 14 :40 下 村 α 114 石 原 (K 108 ) 今 石 CK 2 13)

7

8

15 :00-

16 :3 0

日本 事 情 A

浮 田 (K 2 17)

水

1

2

9 :0 0-

10 :3 0

日本 事 伸 B

長 谷 川 (K2 17)

3 10 :50 - 日本 籍 ⅡC 日本 帝 ⅡF 日本 事 情 D

堰

日

4 12 :2 0 坂 田 (L 10 8) 渡辺 住 21 6) 棟 木 CL 1Q7)

5

6

13 :10 一

14 :4 0

日本 籍 l C

渡 部 (K 108)

日本 晴 Ⅳ D

坂 田 ォ3 08)

7

8

15 :00 -

1 6 :3 0

日本 稀 Ⅲ D

渡 部 (K 30 8)

木

曜

日

1

2

9 :0 0一

10 :3 0

3

4

10 ‥50 ー

1 2 :20

日本 挿 I A

堀 田 (K U ヰ)

日本 醇 V D

田 村 (K U 6)

5

6

13 :10 一

1 4 :40

Q * 85 N B

田村 a t14 )

7

8

15 :0 0-

1 6 :30

日本 持 Ⅳ C

中川 (K 21 7)

金

曜

日

1

2

9 :00-

1 0 :30

3

4

10 :5 0-

1 2 :20

日本 静 V B

中 川 (K 11 3)

5

6

13 :10一

14 :40

7

8

5 :0 0-

16 :30
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(虎キャンパス)

レ ベ ル 1 レ ベ ル 2 レ ベ ル 5

月

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

日本晴 I A
渡 部

3
4

10 :5 0一
12 :20

日本晴 ⅡA
渡 部

5
6

3 : 0 -
4 :4 0

7
8

15 :00 -
16 :30

火

曜

日

1
2

9 :0 0-
10 ‥3 0

3
4

10 :50 -
12 :2 0

5
6

13 :10 -
14 :4 0

7
8

15 :00 -
1 6 :3 0

水

曜

日

1
2

9 ‥0 0ー
10 :3 0

3
4

1 0‥50-
12 :2 0

日本醇 I B
下 村

5
6

13 :10 -
14 :40

日本帝 V A
下 村

7
8

1 5 :0 0-
16 :30

木

曜

日

1
2

9 :00-
10 :30

3
4

10 :5 0-
12 :20

5
6

3 :10 -
14 :4 0

7
8

5 :00 -
16 :3 0

金

時

日

1
2

9 :0 0-
10 :3 0

3
4

10‥50→
12 :2 0

5
6

13 :10ー
14 :4 0

7
8

15 :0 0-
16 :30
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日本語研修コース
深見兼孝

[修了者]
第 3 2 期 生 名 薄 (2 0 0 1 年 4 月 -2 0 0 1 年 9 月 ) [2 9 人 ]

氏 名 呼 び 名 国 .籍 専 攻 大 学

A za ri D eh k o rd i F o ro o d ア ザ リ イ ラ ン 環 境 工 学 広 島 大 学

O n do pa ,Ju stin W in ジ ャ ス テ ィ ン )け 7 .ニューギニア 環 境 学 〟

B hatta, P ra m o d P rasa d プ ラ モ ド ネ パ ー ル 教 育 学 ′′

H ettia rac hc h i, R am a n C hatrid ra K u m ara ラ ン ジ ャ ン ス リ ラ ン カ 言 語 学 〟

G u nd o g d u ,C en g iz ジ エ ン ギ ス ト ル コ 日 本 語 学 〟

Z affu to , S te v en R an d o lp h ス テ ィー ブ ン アメリカ合衆国 教 育 学 ′′

tva na, A d ria n ア ド リ ア ン ル ー マ ニ ア 日 本 語 学 ′′

S ipo s, M ariela A n g eーiCa マ リ エ ラ ル ー マ ニ ア 教 育 心 理 学 ′′

Fa lin ia ina , L u c ie n フ ア リ マ ダ ガ ス カ ル 自 然 科 学 〟

S alaza r,G a ry A bd ie 】 ガ リ パ ナ マ 応 用 化 学 〟

T a ufiq A n f S e ty a nto ア リ フ イ ン ドネ シ ア 機 械 工 学 〟

Y u d i D a rnta ユ デ イ ダ ル マ イ ン ドネ シ ア 物 埋 学 〟

T a ntLliar N u rto n o タ ン ト ウ イ ン ドネ シ ア 化 学 工 学 〟

G o nz ale s, H a zel B a nto lm o へ イ ゼ ル フ ィ リ ピ ン 環 境 化 学 ′′

C o n c ib id o , N e il C ierte ル フ ィ リ ピ ン 環 境 工 学 〟

M ah m o u d , M an aーG o m aa マ ナ ル エ ジ プ ト 化 学 〟

G u im araes, A nd re L u is ア ン ド レ ブ ラ ジ ル 化 学 工 学 ′′

G ervacio ,T am si Jazm in D elim a ハ ス ミ ン フ ィ リ ピ ン 応 用 生 物 科 学 ′′

G o m ez , D e nn is K aw デ ニ ス フ ィ リ ピ ン 海 洋 生 物 資 源 学 ′′

O liva .L uis Fra nc isco ル イ ス チ リ 生 物 生 産 学 ′′

N a、′arro . D o nd e e S e rvez a ド ン デ ー フ ィ リ ピ ン 機 械 知 能 工 学 ′′

P erez -K uro ki,A na Jag u i ア ナ ヴ エネ ズ エ ラ 物 理 学 ′′

B u d s S cty o P ra so d io プ デ イ イ ン ドネ シ ア 海 :・・ 子 ′′

B l】va n, A n un a a ア リ ウ ナ ー モ ン ゴ ル 教 育 学 ′′

K a sunーb a, Y v o n ne M arga ret イ ボ ン ヌ 南 ア フ リ カ 国 際 関 係 学 ′′

Ina va t,R ia z リ ア ズ パ キ ス タ ン 情 報 通 信 工 学 ′′

U v , M v le ne M o nd a rte マ イ リ ー ン フ ィ リ ピ ン 化 学 ′′

M v la vara p u, L ak sh m i V en ka ta ラ ク シ ユ ミ イ ン ド 日 本 文 学 山 口 大 学

T ra n ,H a n a T h i M in n ト ラ ン ヴ ェ ト ナ ム 園 芸 学 ′′
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[修了者]

第33期生名簿(2001年10月　-2002年3月) [17人]
氏 名 呼 び 名 国 籍 専 攻 大 学

A ckercr、A rnold W olfgang ア ー ノル ド オーストリア 哲 (心理) 、広 島 大 学

Danshn tsoodol,N arandalai ナ ラ モ ン ゴ ル 生 命 科 学 ′′

Ke0、′o novichith,P hetsathaphone ヘ ツ†タT; ノ ラ オ ス 経 析 学 ′′

O cran,V ivicnne ビ ビ エ ン ガ ー ナ 教 育 学 ′′

G om es,A lexandre M anoeldo C arm o アレシャンド レ ブ ラ ジ ル 応 用 化 学 山 口 大 学

Chittilappilly,B abu V arkey バ ブ イ ン ド 企 業 経 営 学 ′′

Shaposhnikov,SergeiV iaches】avovich セ ル ケ 一イ ロ シ ア 経営学 . 経済学 広島市立大学

SuiL en T ial スイレンティ7ル ミ ャ ン マ ー 物 理 教 育 広 島 大 学

Fernandez,T oniD inah C heer D ela G ente ト フィ リピン 数 学 教 育 〟

Lee,Y ouns S uk 李 英 淑) リ 大 韓 民 国 日本 語 教 育 ′′

Jans,JiE un 章 智 恩) チ ャ ン 七 十千 il'- 古 典 文 学 〟

Gatham biri,Isaac M uraeun アイ サ. 二,- ク ケ ニ ア 化 学 教 育 ′′

Karanu,John M w angi ン′ ヨ ノ ケ ニ ア 生 物 学 ′′

Vera,C ard enaz A rena ア レ リ ア メ キ シ コ 数 学 教 育 /サ

S Llazo,M arco A ntonio マ ル コ ホンジュラス 比 較 教 育 学 ′′

M eiia G aldam ez、Ed na Suyapa エ ド ナ ホンジュラス 生 物 学 〟

D elB usto,R au‖三nn q ue ラ ウ ル ペ ル ー 社 会 学 島 根 大 学
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第32期予定表(2001年4月　-2001年9月)

期 日 行事/ 試験等 特別研究指導 備考

4 / 1 1 ー4 / 13 4 / 1 0 (火) 4 / 1 1 水)

l l :0 0 オ リエ ンテ- シ ヨ(K 3 0 8 1 4 :0 0ホス トフ ァミリー案内(K 30 8 )

4 / l l (水) 4 / 14 (土)

13 :3 0 開講式 (教育学部第 3 .第 4 会

議室)

クラスミ- テ イング

東広島市オ リエ ンテーシ ョンバスツアー

4 / 1 6 - 4 / 2 0 4 / 1 6 -1 7 -1 8 (月 .火 .水)

9 :0 0 - 9 ‥4 5コン ビユI 夕- 講習会

4 / 2 3 - 4 / 2 7 4 / 2 7 (金)

広島市

4 / 2 7 金)

4 :3 0ホス トファミリー対面式

4 / 2 8 (土) 10 :0 0 - 1 2 :0 0

防災オリエ ンテーション

4 / 3 0 - 5 / 4 4 / 30 (月) 公休 日

5 / 3 (木 - 5 / 5 (土) 公休 日

5 / 7 - 5 / l l

5 / 1 4 - 5 / 1 8 5 / 17 (木) 第 1 巨】試醸

5 / 2 1 - 5 / 2 5 5 / 2 5 (金)

宮島

5 / 2 8 - 6 / 1

6 / 4 - 6 / 8 6 / 7 (木) r専門用語解説」開始

6 / 日 ー6 / 1 5

6 / 1 8 - 6 / 2 2 6 / 2 1 (木) 第 2 回試験

6 / 2 5 - 6 / 2 9

7 / 2 - 7 / 6

7 / 9 - 7 / 13 7 / 13 (金)

マツダ

7 / 1 6 - 7 / 2 0 7 / 17 (火) 第 3 回吉式験 7 / 2 0 (金) 公休 El

7 / 2 3 - 7 / 2 7

7 / 3 0 - 7 / 3 1

.こ8 -/ Tr-8 / 3 亘 :A, 聯 み十 ∴誉 誉 葦 簿
宕ニ:ll意 >lt薫 誉三

ミニ嵩 泣 薫 豆 喜 曇 言 海 誉: J

9 / 3ー 9 / 7 9 / 6 (木) 第 4 回試験

9 / 7 (金) 特別講義

9 / 10 - 9 / 12 9 / ー0 - l l (月 l火) 特別講義

9 / 1 2 (7k )

ー3 ‥0 0成果発表会 (事務局Z F会議室)

1 5 :0 0 修了式 (〟)

9 / 1 5 土) 公休 日

^^蝣・i ^^S



第33期予定表(2001年10月　-2002年3月)

期 日 行事/ 試験等 特別研究指導 備考

10 / l l - 10 / 12 1 0 / l l (木) 10 / 12 (金)

l l:0 0オ リエ ンテ- シ ∃ K 3 0 8 )

1 0 / 1 2 (金)

l l :0 0 開講式 (教育学部第 3 .第 4 会

議室)

クラスミーティング

l l:3 0 ホス トファミリー案内(K 3 0 8

1 0 / 1 5 - 1 0 / 1 9 10 / 1 5 -1 6 -1 7 (月 .火 .水) 1 0 / 2 0 土)

9 :0 0 - 9‥4 5コ ンピューター講習会 東広島市オ リエ ンテーションバ スツアー

1 0 / 2 2 - 1 0 / 2 6 10 / 2 6 (金)

広島市

1 0 / 2 6 (金)

4 :3 0ホス トファミリー対面式

1 0 / 2 7 土)

防災オ リエンテーシ ョン

1 0 / 2 9 - l l / 2 l l/ 3 (土) 公休 日

l l / 5 - l l / 9

l l / 1 2 - l l / 1 6 l l/ 1 5 (木) 第 1 回試験 l l / 1 6 金)

宮島

l l / 1 9 - l l / 2 3 l l / 2 3 (金) 公休 日

l l / 2 6 ー1 1 / 3 0

1 2 / 3 - 12 / 7

1 2 / 1 0 - 1 2 / 1 4 r専門用語解説」開始

1 2 / 1 7 - 1 2 / 2 1 1 2 / 2 0 (木) 第 2 回試験

¥z / 2 4 手.1〆7 ‥栄誉 * 蝣& * /買jl三㌔′を ′ん1く、;/<ノ ;l∴ ′ JL>′ツーP音′r:. trr∴f

1 / 8 ー1/ l l

1 / 14 - 1/ 18 1/ 14 (月) 公休 日

1 / 2 1】1/ 2 5 1/ 2 5 金)

マツダ

1/ 2 8 - 2 / 1 1 / 3 1 (木) 第 3 回吾式験

2 / 4 - 2 / i.

～/ 1ト 2 / 1 5 2 / n (月) 公休 日

2 / 1 8 - 2 / 2 2

2 / 2 5 - 2 / 2 7 2 / 2 5 (月) 第4回王式験

2 / 2 6 蝣2 7 (火 .水) 特別講義

3 ./ 1 1 3 :0 0成果発表会 (教 育学部第 3 .第

4 会議室)

1 5 :0 0 修了式 (′′)
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講師一覧

第32期(2001年4月　-2001年9月)
専　任　　浮田　三郎　クつづIT)づレ　　玉岡　賀津夫　　多和田　員一郎

中川　正弘　　深見　兼孝
非常勤　　今石　正人　　尾形　典子　　茅本　百合子　　佐藤　道雄(9月)

橘　孝司(～7月)　　富岡　弥生
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第33期(2001年10月　-2002年3月)

専　任　　浮田　三郎　ク'リづ・リール　　玉岡　賀津夫
中川　正弘　　深見　兼孝
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日本語・日本文化研修プログラム
石原淳也

<プログラム概要>

本プログラムは、本留学生センターで受け入れる大使館推矧こよる「日本語・日本文化研修

プログラム」研修留学生を中心に、部局間協定に基づき教育学部で受け入れられている「日本

語・日本文化研修プログラム」研修留学生を加え、日本語研修(「日本語・日本事情」で開設さ

れているクラスから選択履修)、日本文化特別講義・見学プログラム、指導教官のもとでの個別

指導および課題研究から構成されている。

研修生は研修の終わりに研修成果をレポートにまとめ、指導教官と留学生センターに提出す

る。留学生センターではそれらのレポートをまとめ、レポート集として刊行している。

<受け入れ学生の概要>

第16期の研修留学生の出身国、男女比の構成は次の通りであった(10月渡日学生のみ。括

弧内は、うち部局間協定に基づく教育学部受け入れ人数J。

男子6 (1)　女子9 (1)

出身国

インドネシア2、トルコ1、アメリカ合衆国1、チェコ1、ハンガリー1、スログェニア1、韓国

3、中国4 (1)、イギリス1 (1)

<特別講義等>

平成12年度後期および、平成13年度前期に実施された00年度(第16期)日本文化特別講

義・見学プログラム、および、その他の行事は、以下の通りである。

2000年

10月13日(金)日本語・日本文化研修プログラムオリエンテーション

10月14日(土)西条バスツアー

10月20日(金)広島見学&ホストファミリー対面式

11月3日(金) -5日(日)青年全国集会「文化を作る」 (江田島)

11月10日(金)特別許義「日本語学入門」 (留学生センター石原講師)

11月17日(金)宮島見学

12月1日(金)特別講義「日本文学」 (教育学部相原教授)

12月8日(金)広島大学付属小学校との合同プログラム

12月15日(金) 「土木の目建設省バスツアー」

2001年

1月14日(金)特別許義「筆順史」 (教育学部松本助教授)
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2月2日(金)マツダ見学

3月21日(水)、 22日(木)特別講義「しまなみ・瀬戸内地域見学旅行」

7月28日(土)、 29日(日)特別講義「松江・出雲地域歴史文化見学旅行」
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平成13年度指導部門活動報告および

大学留学生満足度調査の概要的な結果報告

広島大学留学生センター指導部門

助教授　玉岡　賀津雄

講　師　　中失　礼美

はじめに

広島大学の留学生数は,平成13年11月1日現在で,これまで目標としてきた700名を大き

く上回って799名という数にいたった。それに伴って,宿舎,アノレヾイト,携帯電話など,生

活面での情報提供の必要性が高まるだけでなく,進路や研究上および人間関係のトラブル,,留

学生自身による犯罪,交通事故および違反などの問題に対処する機会も増加している。

特に,留学生の増加に伴い,指導教酌ミ宿舎や携帯電話の保証人になることが難しくなって

きていることから,平成11年度より広島モデル地域の留学生支援事業の一環として広島地味

留学生住宅問題連絡協議会に参画して「保証人を無くす」制度を推進している(補記の資料を

参照) 。携帯電話の保証人問題については、広島大学生協が特定会社の携帯電話については保

証人を必要としないなどの措置を取っており、このような情報についても留学生に対してオリ

エンテーションや各種広報を通じて情報鰍を行なっている。

このような状況において,全学の留学生を統肝する留学生センターの役割はますます重要に

なってきている。そこで、本年度はより効果的なオリエンテーションの開発と実践を継続して

行い、さらに前期1回、後期1回と全学留学生を対象とした満足度調査を行い、その対応に尽

力を尽くした。本稿では,これらの活動の詳細について、まず平成13年度の活動を前期と後

期に分けて時系列的に報告する。次に,本年度行なった第1回目の留学生満足度調査について

全体的な結果を報告する。

2.平成13年度の指導部門活動報告

指導部門の日常的な指導・助言活動の業務(補記の留学生相談のポスターを参照)などを除い

て、主にオリエンテーションを中心とした指導部門の平成1 3年度の活動は以下のようなもの

であった。なお, 2000年度より7段階からなるオリエンテーションを約1カ月に渡り実施して

いる。その詳細珠玉岡(1999a)と玉岡・金田(2000)を参照のこと。
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平成13年度前期の活動

平成1 3年度の留学生受け入れのための準備は、平成1 2年度の3月から始まっている。

3月上旬-ボランティア・チューターの募集

平成10年6月の国際交流ボランティア制度の発足(詳細は,玉岡, 1999bを参照)以来、 Eメ

ールでボランティア・チューターを募集している。とりわけ、日本研修生の多くは日本語が

まだ不十分なため、英語でコミュニケーションを図ることになる。特に、アジア圏からの留学

生の多くが英語を話すことができるので、英語のできるボランティアが必要である。

3月29日(木)-ボランティア・チ3.-クーのためのオリエンテーション

国際交流ボランティアの希望者から選ばれたボランティア・チューターのために、留学生の

外国人登録、銀行口座、ガス・電気、電話、各種侃喚、健康診断、 」瑚帝国、アルバイト(資格

外活動)などについて、オリエンテーションを2時間に渡って行った。つまり,ボランティア・

チューターに、書額作成、生活上の諸注意など留学生が直面する多様な問題を知っておいても

らうためのオリエンテーションである。これによって、各ボランティア・チューターが留学生

の質問に答えられるように準備しておくことができる。大まかなアウトラインを説明した後、

ボランティアチューターの希望に基づいて自分達で、どの留学生のチューターになるかを決め

てもらった。

4月2日(月)～4月6日(金)一新渡日留学生の出迎えとオリエンテーション

国際交流ボランティアのチューターと共にJR東広島駅で留学生を迎えた。その日のうちに外

国人登録や国民健康保険など基本的な書類を作成し、国際交流会館周辺の交通機関、病院、警

察、市役所、スーパー、レストランなど、すぐに必要と思われる情報について基本的なオリエ

ンテーションを行った。広島大学に来て初日の経験であるため、第一印象を良くするよう、朗

らかな対応を心がけている。その際、広島大学留学生センター発行の『広島大学留学生キャン

パスライフ・ガイド』 (第2版)を配布した。

4月9日(月) -国際交流会館生活オリエンテーション

日本語研修生全員と一部の日本語・日本文化研修プログラムの留学生および他の国際交流会

館に住んでいる留学生(留学生センター所属以外の留学生)に対して、国際交流会館に住むため

のオリエンテーションを国際交流会館2階で行った。家賃の支払い、ゴミの出し方、電話の使

用、郵便物の受け取り、長期の不在など、さまざまな生活上の留意点を詳細に説明した。なお,

このオリエンテーションには,学術交流で広島大学に来ている研究者(国際交流会館C棟に居

住)も含まれている。
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4月9日(月)-全学留学生オリエンテーション

2000年度前期(4月)より全学の留学生を対象としたオリエンテーションを始めた。今年度は

2年目になる。はじめて新しく広島大学-留学してきた学生のた桝こ、日本語と英語によるオ

リエンテーションを行った。このオリエンテーションでは、留学生相談、ハラスメント相談,

健康供衆、 」聯帝国、ア/I,バイト、車の購入、駐車証明など、生活全般の説明を行った。

なお、防犯対策として広島大学留学生センターでは、 『防犯を防ぐた糾こ(To Prevent

Crimes)』 (1999)という日本語と英語の対訳のパンフレットを作成しており、これを配布して、

戸締り、泥棒、ひったくり、自転車泥棒、スリ、性犯罪防止対策などについて説明を行ってい

る。この問題に対する対応は広島県警察本部広報課でも、 『県民の畢もり-広島の警察』を日本

語と英語の対訳で出版し、酉己布して、外国人骨住者のために情報を提供などを行なっている。

4月10日(火)一日本評研修コース・オリエンテーション

日本語研修コースが始まる前に、日本語研修コースのカリキュラム、教科書、日程、テスト

などのオリエンテーションを留学生センターの日本語教育部門が行った(詳細は、日本語教育部

門の活動報告を参照)。指導押弓もこのオリエンテーションに参加して、必要な説明を行った。

4月14日(土)-東広島市オリエンテーション・バスツアー

バスを1台借りて、東広島市のオリエンテーションのためのバスツアーを行った。広島大学

の東広島地区のキャンパス全体や各種の施設、市役所、病院、郵便局、図書館、スーパー、西

条駅、空港などを回りながら、利用方法などについて説明した。これは、大学およびその周辺

の環境を体験的に知ってもらうという企画のオリエンテーションである　2001年度は陣に,バ

ス,列車,新幹線,航空機の交通機関の使用方法に重点をおいて説明した。

4月26日(木)一健康管理オリエンテーション

このオリエンテーションでは、日本の健康偶験の仕組みについて説明した。留学生が病院で

診察や治療を受けた場合、国民健的如上治療費の70パーセントを補助し、さらに、日本国

際教育協会仏IEJ)の外国人留学生医療補助制度により、留学生負担分の30パーセントの内80

パーセントまで補助することができる(詳細は、広島大学留学生センター, 2000を参照)。その

結果、留学生の負担分が、治療費のわずか6パーセントになることを説明した。その際、日本

国際教育協会が発行している『留学生のための健康のしおり』 (第2刷, 1999年)を配布して、

説明に利用している。また、東広島市にある主な病院および外国語が通じる病院についての一

覧表を配布して、情報提供の徹底を計った。さらに、健康診断に必要な書類の記入を英語で説

明し、偶兜正といっしょに携帯するよう指導した。

4月26日(木) -留学生センター教官および留学生専門教育教官等連絡会
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各種オリエンテーションの報告および案内を行い、各部局での留学坐-の対応やチューター

オリエンテーションに必要なガイドブックのニーズを聞くなどした。また、本年度の連絡会の

進め方について討議した。

4月28日(土)-防灸・消防オリエンテーション

春と秋の年2回、留学生がある程度生活に慣れてきて、来日後1カ月くらい経った時期に、

賀茂広域消防署の協力を得て、国際交流会館で消防訓練を行っている。梯子車による7階から

の脱出訓練、消火器操作訓練などの実地訓練を含んでおり、郡陳を通して、留学生に防災の知

識が身につくように努めている。

5-^ 23日(水)広島地域留学生団体育成棚会

広島地域レベルでは,広島地域留学生団体育成支援協議会で広島地域の大学関係者などが集

まって,留学生関連の問題,支援,交流,研修などを実施してきた。これは,モデ)働ミ終

了した2001年度も継続しているOほぼ2カ月に1回くらいの割合で開催し,地味レベルでの

留学生支援を行っている。

5月24(木　国立大学留学生指導研究協議会

全国レベルでは,国立大学留学生指導研究協議会において, 1年に2回の会議,同協議会の

インターネットによる情報交換をおこなってきた。今回は,東京大学にて協議会が開かれた。

6月29日(金)平成平成13年度第2回留学生センター運営委員会および第2回留学生センタ

ー教官および留学生担当専門教育教官等連絡会合同会議

広島大学内では　2000年度より本格的に広島大学留学生担当専門教官等連絡会が始まった。

2000年度犠長期休暇を除いて,ほぼ毎月,連絡会を行ったo今回は,第1回の留学生満足度

調査の結果を報告したO詳細は,本稿の第3章と補記,二宮・玉岡・中矢, (2001)およびTamaoka,

Ninomiya & Nakaya (submitted)を参照のこと。

2. 2　平成13年度後期課程の活動

前期と同様、後期も新渡日留学生に対する一連のオリエンテーションおよびさまざまな大学

や地境の行事を実施した。

9月28日(金)ボランティア・チューターのためのオリエンテーション

10月1日(月)-10月10日(水)新渡日留学生の出迎えとオリエンテーション

10月9日W　国際交流会館生活オリエンテーション
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10月9日Ud　全学留学生オリエンテーション

10月18日(木)健康管理オリエンテーション

10月20日(二日　東広島市オリエンテーション・バスツアー

10月27日(i)防災・消防オリエンテーション

10月23日　Ck)第三回学生支援連絡会にて留学生満足度調査の報告

留学生満足度調査の結果とその後の対応について、報告を行った。留学生の頚状について広

く学内の関係者に伝えることで、直接間接的に問題解放-近づくことが可能になるとともに、

留学生の問題、不満にいかに対応していくかについて、各方面からの助言を得ることができた。

11月2日(金)-11月4日(日)一平成13年度日本人と留学生の青年の国際交流

江田島「青年の家」の主催による、日本人と留学生の交流合宿を2泊3日で江田島「青年の

家」で行った。スポーツ大会、野外料理、討論会など、 2日間に渡りいろいろな活動を留学生

と一般の日本人参加者とで行った。広島大学以外の多様な人達との出会いがあり、留学生の日

本文化理解に大きく貢献した。

ll月17日(土)広島地峡留学生会の総会および講演会・交流会

今年度は,松永ライオンズクラブの30周年記念事業と合わせて,大規模な広島地峡留学生

会の総会が福山大学で開催された。広島大学からもマイクロバスで留学生を引率した。留学生

に関する記念講演では、活発な質疑応答があり、有意義な意見交換がなされた。また総会での

新規役員紹介や交流会を通して、広島地域の留学生のネットワーク形成が図られた、 0

12月7日(金)国立大学留学生指導研究協議会

前期に東京大学で行われた協議会が,後期には大阪大学で開催された。今回は,大阪大学の

吹田キャンパスで, 21世紀の留学生交流施策と期待される留学生指導,大学評価,独立行政法

人化の問題が議論された。

12月12日(水)広島大学学長主催・広島大学外国人留学生懇親会

毎年恒例となった留学生交流会が,ホテルグラングィア広島の4階「悠久」で行われた。今

回は,学長挨拶,来賓紹介,来賓代表挨拶,留学生代表挨拶,乾杯,食事・歓談に続いて,留

学生および日本人のアトラクションが行われた。 (アトラクションの内容は添付資料を参照)広

島大学留学生センター指導押別も会場の設営,プログラムの胸先アトラクションの企画・

運営を行った。本部の留学生課との共同作業による本懇親会には,約1000名に上る留学生お
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よび日本人が参加した。

12月19日(水)および平成14年1月29日(火)広島地味留学生団体育成支陵協議会

広島市留学生会館にて,留学生を支援するための協議会が行われた。

12月21日(金)広島大学留学生センター講演・討論会

講演・討論会で昧留学生の危機管理をテーマとして議論した。また,午後には指導部門の

分科会を行った。その資料は,補記を参照のこと。

2月1日(金)留学生専門教育教官等連絡会

「危機管理のネットワークの改善」と題して,ストーカー行為をめぐる事例と万引きの容疑

で警察に取り調べを受けた留学生の事例をもとに議論した。具体的な問題をあげてその対応を

話しあうことで,学内および学外のネットワークをどう改善するかを話しあった。

3月18日(月)広島大学留学生センター指導部門主催・講演討論会

「留学生支援」をテーマに掲げ,午前の部では,広島大学留学生センターが行ってきた2回

の満足度調査に基づいた報告を行った。また,留学生の自由記述欄についての対応も報告した。

さらに,午後の部では,イスラム文化圏からの留学生のための支援について議論した。プログ

ラム、参加者名簿および発表資料は,補記を参照のこと。

3　第1回広島大学留学生満足度調査の概要的な結果報告

(第二回の報告については、補記の講演討論会発表資料を参照のこと)

調査の方法

広島大学留学生課より入手したリストに従って,広島大学に登録した留学生750名(2001年5

月1日の広島大学留学生数に関する公式発表は758名であるが,入手したリストは750名)全員

に質問紙を配布した.この内,質問紙に回答したのは309名であった.これらの回答者の学籍

は,大学院生が196名,学部生が27名,研究生が65名,その他が11名であった. 5名の留学

生は記述がなかった.出身国・地域は,中国が119名,韓国が31名,台湾が9名,マレイシア

が10名,インドネシアが27名,その他が111名,無記入が2名であった.男性tも161名,

女性が144名である.また,私費の留学生が151名,国費の留学生が149名で,無記入が4名

であった.留学生309名の平均年齢古も29歳8カ月で,標準偏差は4歳9カ月であった.各留

学生の名前を記入した封筒に,質問紙と学内便による返信用の封筒を入れて,留学生の管理部

局から配布していただいた.また,各管理部局には,質問紙の回答箱を用意して,入れられる
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ようにした.・さらに,返信用の封筒の表に留学生センター長の名前が印刷されていたので,学

内便でも返送が可能であった.有効回答率昧質問紙を酉己布した広島大学留学生750名のうち

309名の回答があった.したがって,全体の有効回答率tも41. 2パーセントであった.

質問紙と満足度

質問紙には,留学生の属性として,性別,年齢,出身国・地晩学籍,所属,私費・公費を

記入する欄を設けた.質問は,留学生が不満を抱きそうな項目について10種類(補記を参照)

に絞って, 「全くそう思わない」が0点, 「そう思わない」が1点, 「どちらとも言えない」が2

点, 「そう思う」が3点, 「とてもそう思う」が4点で集計した.また,総合的に判断して,広

島大学での学習と生活に満足しているかどうかを, 「はい」または「いいえ」で答えてもらった.

不満足であると回答した留学生昧35名であった. 309名のうち12名の満足・不満足の無記入

者を除いて　3. 2パーセントの満足率(297名中262名が満足),あるいは11.8パーセントの不

満足率(297名中35名が不満足)であった.

分析の概要

10種類の質問について, 0点から4点までの連続変数であると仮定して,平均,標準偏墓

変数間のピアソンの相関係数を算出した(補記の表1を参照). 10種額の質問について,因子分

析を行った(補記の表2を参照).留学生の満足・不満足を10種塀の変数で予測する判男r扮折を

行った(補記の表3と表4を参照).また,研究・学習環境の因果関係モデルを惟成した(補記の

図1を参照)。さらに,各学部・研究科ごとの満足度を報告した(補記の表5を参照).また, 120

名の留学生が自由記述柵に質問を書いており,その内の116名が問題を提起していたので,そ

れを分類して対応の一覧表を作成した.奨学金および経済的な問題が多くの留学生から指摘さ

れているので,奨学金の支給率を表6に示した。指導部門からの連絡を希望した留学生につい

ては,もれなく全員にEメールまたt璃活で,また必要に応じて面談によって対応した。ちな

みに,この内の30名が不満足であると回答した留学生である。留学生が指摘した問題について

は,一覧を本稿の補記表7に示した。

4.平成14年度にむけての活動指針

全留学生にもれなく対処し,職務の遂行に万全を期するためにTも効率良く機托する対応策

と制度を確立していかねばならなし㌔そのためには,上記のような問題や活動に対して,以下

のような制度および活動の充実が必要であろう。

第1に,留学生に好するオリエンテーション,印刷物,ホームページなどによる多様な情報

提供メディアの確立を進めなくてはらない.一回言えばよいというのではなく,多様な方法で

何度でも,またさまざまな方法で留学生が情報にアクセスできるような制度を確立しなくては

ならなし＼これについては,平成11年度から, 7段階から成るオリエンテーション・プログラ
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ムを作り,外国人登録や経験偶験など基本的な書類の作成、交通機関、痛完、警察、市役所、

スーパー、レストランなどを紹介する「渡日時オリエンテーション」,広島大学のある東広島地

区のキャンパス全体や各種の施設,市役所,病院,郵便局,図書館,スーパー,西条駅,空港

などを回りながら利用方法などについて説明する「東広島市のオリエンテーション・バスツア

ー」,健康偶喚,病院,支払いなどについてのr健康管理オリエンテーション」,消防訓練を含

む「防犯オリエンテーション」など,多様なオリエンテーションを実施している。また,留学

生が自分で情報にアクセスすることができるよう『広島大学・留学生キャンパスライフ・ガイ

ド』を日本語と英語で印刷し,全留学生に配布している。しかし,近年の広島大学および近隣

の地域の変化はめまぐるしく,半年で情報が古くなってしまうため,毎年,情報を更新してい

かねばならなし㌔それに対応するために,平成13年5月より,指導部門と地味ネットワークの

二つのホームページを開設した　これによって,印屑物の更新と共に,インターネットでも最

新の情報にアクセスできるようになった。これらのオリエンテーションと,情報の更新と提供

は,指導部門の重要な活動であると考え,今後一層の拡充を図りたし㌔

第2に,全留学生を対象にして,心理的な問題を抱えている留学生を抽出する方法を確立し

なくてはならないOつまり,心の健康状態の把握である。平成13年度前期より,広島大学留学

生全員を対象とした満足度調査を実施した。これにより,広島大学に関する留学生全体の満足

度を,多様な視点から学部・研究科別に把医することができるようになった。質問紙には自由

記述欄を設けて,そこで問題や不満な点を記述してもらい,留学生センターの指導部門からの

直接の対応を希望する場合には,名前・電話・メールを記載することをお願いした。そして,

指導部門はこれらすべての留学生に,電話・メール・面接で対応した。これは,臨床心理学で

は「スクリーニング」と呼t灘しる手法であり,すべての留学生から問題のある留学生を抽出し

て対応するという方法である。この調査と直接対応を組み合わせたアプローチにより,留学生

の全体的な把握と個別の対応とが同時にできるようになった。今後,質問紙の適切な質問項目

の選択,問題を訴えてきた留学生についてのカウンセリングについてもより充実した方法を模

索しなくてはならない.

第3に,国際化する社会における広島大学の位置付けを想定して,留学生と日本人学生およ

び地域社会との活発な国際交流の支援をしていくことである。これには,平成10年度に立ち上

げた国際交流ボランティア制度の活用が一つあるO広島大学に所属する学生・大学院生・研究

生が,有償・無償のチューターとして新渡日留学生を助けたり,会話パートナーとして互いに

語学を教えあったり,国際交流活動を行うためのボランティア制度である。ボランティア間の

コミュニケーションの手段として,インターネットによる連絡網を作り,円滑かつ効率のよい

コミュニケーションを図っている。国際交流ボランティアの発足によって,総合的な留学生支

援と交流が展開できるようになった。さらに今後は,留学生側から働きかけるボランティア制

度を確立していくつもりである。留学生の中には,自分達の文化や芸能を紹介したり,自分達

の言葉を教えたりすることを積極的に申し出る者もいる。そうした留学生を登録して,ネット
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ワークを作り,大学および地域社会からの要請に合わせて紹介し,国際交流の場が持てるよう

に制度化していく必要がある。

第4に、学内における留学生支援ネットワークの再構築である。学内には、日々留学生支援

を行なっている留学生課、各部局の留学生専門教育教官、留学生担当係および保健管理センタ

ー教官が存在する。留学生センターは、これら留学生教育関係者らと情報交換や協力を密に行

なうシステムと文化を再構築し、より効果的な留学生支援を推進していかなければならないO

その点で本年度2月に行なった連絡会は大変有意義であり、来年度の協同体制に向けて基本的

合意を得ることができた来年度はさらにこのネットワークを深くまた広げるための活動を行

なっていく予定である。

以上、むろん日々の留学生指導やカウンセリングは当然の活動とした上で、留学生の増大を

迎えての留学生支援システムの改善という視点から、平成14年度の活動指針として上記4点を

挙げた。
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平成13年(2001年)皮前期　　広島大学留学生の学習と生活に対する満足度調査

miG*闇」522品学問EEfcM悶転に迅EKJ担EjにfeUi*>;亙*Tf,, H*ゥ8* tt. H・悶EH自唱E3眉EEO引

立てたいと思います.この研丑によって.プライバシーが浸きされることはありません.どうか、ご協力をお肌、します.書き担えた

ら、向封の返信用封熊に入れて封をし、 5月25日(会)までに各学部の回収箱に入れてください.よろしくお願いします.

平成13年5月11白(会)

:至芸豊富票禁雷雲㌶~裏　芸富雲立雄
in廻㌍l -M3」問捕宅EjHEX3　　　　　　　5EMrn

Iあなたのことについて.あてはまる数字に0をしてください.

tl　別:　　　　1.女It　?.男tt

年　齢　　　　　　　　　　　　ft)

出身国:　　　1.中国　2.韓　　3.台湾　4.マレイシ7　5.インドネシア　6.その他(

学籍:　　　1.羊細字生　2.大学群生　3.研究生　4.その他(　　　　　　　)

届鳳　　　　　は甥EEH問　　　msi調wsH　　3. #m*t0-mvm 4. stib-bi頭思　且lB虹判TE

6.理学缶・研究科　7.医学串・研究科　　8.歯学eB・研究科　9.工学缶・研究科10.由辞独力研究科

11.社会科≠研究科12.生細科学研究科13.留学生センター14.その他(

GEE1日　　　と亘¥3SEJs

巾垣EKfriB面IF拠出EEia声BS由W.TBim由Eijォvte j wfca*ォgap

(D-わたしは、大学の授裏がよく分かる.

(～) ・わたしの大学での研究(学缶生は卒集論文)紘.うまく進んでいる.

(3) -わたしは、大学の施鞍(包書館.食堂など)が使いやすいと思う.

(4) -わたしの指導放言の指導は.適切である.

(5) -わたしは、大学のカリキュラムが自分に合っTいると思う.

(6) -わたしには.ともに生着を楽しめる良い友達がいる.

(7) -わたしの住んでいる部屋や場所は、住みやすい.

(8) -わたしは.日本の生活にうまく適応している.

(9) -わたしは. 7ルJtイトに多くの時間を放っている.

(10) -わたしは、自分の言いたいことを.日本巧で言える.

Ⅱあなたは、総合、的に判断して、広島大学での学晋と生活に満足していますか.

①　㊤　⑤　㊤　①

I^SI^^^I^S^^IP^fl^^^B^^^^^B^Hfl

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　S

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

1.はい　　2.いいえ

Ⅳ現在.あなたの撃晋と生活になにか間IZがあtJますか.もしあれば.自由に書いてください.

EI月K3fg.TE3jgaaにfBS翌か空[ォ* 」;-ォ蝣<,]河Hkttfi. fc&fcrosmtiltt**刊互コ1ttSSHP
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A bl町rl伽Satisfaction of L庫軸and Lfrtag of kitarraUorai students at rnmmm IMranlty
lta ftatおleltかif tto Ynr WI

This survey is des如ed to investigate the lavel of satisfaction of living and le訂Tung of international細dents at Hiroshima University- The result:】

of仇is survey are intended to be used for the benefit of intemati0個I students and廿-e privacy of those contributing wi一l be protected. Please

insert c叫Ieted surveys ho the attached enve一ope and deposit廿em in the collection box (located in each faculty) by FiHday, the 25th of May.

Mayll.2∞1

Research Head. Dkector of bitertiational Student Center

Researcher, Associate Professor of International StuderIt Cerlter

Researcher, Lecturer of International Student Center

Akir8 N irtorrwya

Katsuo T▲maoka

Ayami N山ya

I Please circle也e number that applies best to you.

Gender 1. Female　　2.仙IC'

Ate:

HomeC叫　1. αlina　2. Korea　3.Taiwan　4. Malaysia　5.Indonesia　6. Other(

studentStatus: 1. Undergr事dusts　2. Graduate　乱R的eγch Student　4. Other(

Faculty:　　　1. Into的ted A佃and Sciences　　2. Lett耶　　3. Education　　4. Law　　5. Economics

6. Science　7. Medicine　8. Dentistry　　9. En轟leerirtf 10- Intematio棚I Dovel叩lォnt andCooperation (IDEC)

11. Social Sciences　12. Bio-sphere Scieince 13. IntemationaI Student Center

14. Other (

Funding 1. Priv由　　　　　　2. National Scholarship

II Please ckclo the most坤plicable nunber in res四つse to the following statements concerning Hiroshima Universrty.

e e　(冨)

^ヾ/　..一・　了

㊤　㊤

( 1 )・I understand the daises I take at university.

(2) - My research (卵duate thesis for widergraduate students) is progressing well.

(3) - The univers軸faciIHJes紬rary. cafeteria, etc) are甲y to use.

(4) - My supervisor's advice ra helpful.

(5) - The univorsity'8 curticukjm is well suited to me.

(6) - I hive a c∝xj friend to enjoy Irfe with.

(7) - I enjoy the housing conditi洲会and environment of the place where I live.

(8) - I am we一l adjusted to life in Japan.

(9)・I spend a lot of time at part-ゼmejobs.

(10) I I can say wbt I want to in Japanese.

Ⅲ ovwill, are you sdsfied with your iivi叩and at learning Hレoshim- University

2　　　　　　　3　　　　　　　4　　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

2　　　　　　3　　　　　　4　　　　　　5

1. Yes　　2. No

IV Pie的e make comments coinceming anけproblem畠that you may cu汀ently be facing related to living or leaning.

If you desレe us to make contact with you in order to aid in伽reSekition of these problems, please write yoα name and contact mfomwtjon below.

Thank yeti tor your Ce坤ention.
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表7　留学生満足度調査自由記述で指摘された間商点

<表の見方>　例えば、 1の「日本富吾学習・カリキュラム・教授法止いう間虎は、自由記述で6人の留学生が問題とし
て指摘しているため、 「頻度」を6と示している. r記述例」の27という数字は、間類を端的に示している自由記述の回
答番号である.自由記述の27番をみると、 r唯一申し上げたいのtL r日本語集中コース」についてです。というのは、
授業を理解するのがとても難しく、教師のやり方は、暗記や棲城的方法なので、適切ではないと思います。 」と書かれ
ている。

# 間 島 頻 度 紀 述 例 対 応 都 鳥 対 応 隻 .

1 日 本 語 学 習 Iカ リキ ュラ ム .教 嘩 6 2 7 留 学 生 セ ン ター 日 本 語 学 習 .か ノキ ユラ ム .教 授 法 の 見

2 日 本 拾 I羽訳 支 援 ボ ラ ンテ ィア 5 2 留 畢 生 セ ン タl 有 償 ボ ラン テ ィア 制 度 の 開 拓

3 英 培 字 嘗 支 援 ボ ラ ンテ ィア 2 12 留 畢 生 セ ン ター ll.I報 メテ ィア 教 育 研 究 セ ン タ- ヘ お ー扱い

4
研 究 支 援 の た め の 留 学 生 の 紹
介 1 3 1 留 学 生 セ ン タ- 学 生 の 紹 介

5 交 流 5 ー8 留 学 生 セ ン ター 国 際 交 流 クラ ブ 等 の 紹 介

6 チ ュー ター 4 日 留 学 生 セ ン タ- チ ュ ー ター へ の 助 富 の 改 善

7 友 人 9 98 留 学 生 セ ン ター 国 際 交 流 クラブ 等 の 紹 介

8 コミュニ ケ ー シ ョン 5 94 留 学 生 セ ン ター 国 際 交 流 クラブ 等 の 紹 介

9 進 路 ー 80 留 学 生 セ ン ター 個 人 面 接

10
家 族 の 健 康 ケ ア 1 70 留 学 生 セ ン ター 情 報 提 供 l東 広 島 市 等 へ の お 庁 い

1 ー 家 族 の 日 本 語 学 習 支 援 2 70 留 学 生 セ ン ター 情 報 捷 供 .東 広 島 市 等 へ の お 肯 い

12 子 ど もの 学 校 T教 育 1 6 1 留 学 生 セ ン ター 情 報 提 供 .助 音

13 留 学 生 セ ン ター 図 書 室 1 2 9 留 学 生 セ ン ター 既 に 閏 月 解 消

14 家 主 1 15 留 学 生 セ ン ター 助 言

15 経 済 l l 3 9 留 学 生 セ ン ター E & lK 聖幻ー

16 畢 生 菜 入 居 シ ス テ ム 2 ll L J 」 事 情 調 査

17 施 設 利 用 方 法 3 4 8 留 学 生 セ ン ター 情 報 提 供

18 大 学 規 定 . 案 内 の 明 確 化 ー 3 0 留 学 生 セ ン タI . 問 い 合 わ せ るよ うに 指 導

19 指 導 教 官 I 10 9 留 学 生 セ ン ター 指 導 教 官 の 理 解 を 図 る

2 0 異 文 化 理 解 .他 宗 教 の 尊 重 1 10 9 留 学 生 セ ン タ. き の 準 撫

2 1 研 究 指 導 2 2 8 留 学 生 セ ン タI 自 己 点 検 表 な ど の 検 昔寸

2 2 授 業 理 解 4 4 8 留 学 生 セ ン タI 自 己 点 検 表 な ど の 検 討

23 教 授 方 法 2 3 4 留 学 生 セ ン ター 自 己 点 検 表 な ど の 枝 村

24 教 授 内 容 1 100 留 学 生 セ ン タI 自 己 点 検 表 な ど の 検 肘

2 5 差 別 感 1 10 ー 大 学 .留 学 生 セ ン ター 大 学 として 研 修 の 実 施

2 6 孤 独 感 4 1 16

指 導 教 官 / 留 学 生 セ

ン ター 留 学 生 協 会 等 の 紹 介

2 7 lT 環 境 6 2 9 大 学 .留 学 生 セ ン ター 留 学 生 セ ン タ」 で の 対 応 を 検 肘

28 事 故 処 理 ー 60
六 芋 .奇 石P′司 .腎 芋 BE
セ ン ター 支 援

2 9 住 居 8 4 5

チ ユ- タI / 留 学 生
セ ン ター 住 居 探 しに 関 す る 情 報 提 供 の 改 善

30
住 居 保 証 人 1 6 8

チ ュー ター / 留 学 生
セ ン ター 住 居 探 しに 由 す る 情 報 提 供 の 改 善

3 1 ア ル バ イ ト l l 1ー5 大 学 /学 生 部 適 切 な ア ル バ イ ト紹 介 を 検 肘

32
中 国 人 留 学 生 以 外 の 留 学 生 へ

の 不 公 平 感 1 8 大 学 募 集 段 酷 で 基 準 等 の 明 示

33 g g g g j 1 9 8 大 字 募 菓 段M & M 丑 山

34 Fa ま 至」3 :3 4 3 3 大 字 募 集 段m s m 蓋 r」fl =J E a

3 5 学 生 寮 4 2 大 学 募 集 段 階 で 基 準 等 の 明 示

3 6 研 究 環 境 (場 所 ) 4 2 0 大 学

37 情 報 提 供 6 4 3 大 学 .各 部 局 改 善 検 肘 中

3 8 留 学 生 セ ン タTl パ ソコン 室 2 ll 各 部 局 改 善 の 検 肘

3 9 大 学 院 試 験 2 10 5 各 部 局 検 肘 .

4 0 カ リキ ュラ ム 1 2 0 各 部 局 検 討

4 ー 教 授 首 喜吾 6 5 7 当 鞍 部 局 英 吾吾授 業 の 拡 充

4 2 研 究 4 16 指 導 教 官

43
情 報 メデ ィア 教 育 研 究 セ ンター の

開 閉 時 間
1 7 2

究 セ ンター の 開 閉 時
間
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44 図書館の蔵書 6 87 図書館

45 図書館職且 1 66 図書館

46 図書虎利用システム 1 77 図書館

47 図書館の閉館時間 2 ー5 図書館

48 英語文献 1 55 Egl書館

49 日末書吾のみの表示 2 27 図書館.各部鳥

50 i,まm u m m m ヨ 1 5 事務局
51 事務且の対応 2 52 事務局

52 事務員の英吉吾能力 1 88 事務局

53 家庭生活と研究の両立 ー ー3 個人の問題

54 家族のための友人 1 70 個人の問腹

55 L主E 甜 W ffl 24 44 個人の問地
56 サンスクウェアの駐車場 1 6 サンスク土ア

57 施設の開閉時間 1 111 国際交流会館

58 日本人の英喜吾官巨力 3 66
59 カウンセラー 1 82
崖 1 ‥r頻度Jは、問題が自由記述に出た回数を示す。

」2: f記述例Jの数字は、自由記述の回答番号であり、問題を最も端的に示している回答を示している.
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留学生ヰ目言灸
Guidance Counseling for

lnternation∂I Students

留学生のみなさん.日常生活や学校のこと.対人
関係などで困っていることはあtJませんか.ひと
り由だ　　細. -safctot撃^SMEにESs
US&2割P問問freHFJEP昌gaiwifefei
ください.

you may need so汀Ieone to tak to about your problems re-

earring daly matters, personal relat峨s or yoげstud-
ies. Sometimes lt hebs to talc to s∝rlleone ra廿甘th

keeptag yoけfrustrations fct曲: Please fed free to con埼

and see us by appointment or drop-h dm十唱times fated

below. AI consiitaUon wm be kept confidential.

13:00-16:00 (予約なしでも可)
13:α3-16:00 (トb蜘nt肥cessary)

玉岡　賀津杜(たまおか　かつお)
Katsuo Tamaoka, Ph. D.

月曜日から金曜日まで予約なしでいつでも可能
Any trr℃ from膿xiday to Friday with no癖litment
E-mal ktamaotくa @ hroshma-uacjD

Tet O824-24-6288

10:∞-13:α) (予的なしでも可)
1 0:α)- 1 3 :00 Cトb a癖ltrI℃nt necessary)

中失　礼美(なかや　あやみ)
Ayami Nakaya, Ph. D.

月曜日から金曜日まで予約なしでいつでも可能
Any time frげn伽tey to Friday wr肋no appoint汀捨nt
E-mat anakayaョ臨地-uacjp
Tet 0824-24-6289

1 1:00-14:30 (予約なしでも可)
1 1 :∝ト14:30 (1トb邸脚it necessary)

田路　啓子(とうじ　いつこ)
ttsifco Toえ帆Ed

留学生相談室
(教育学部管理棟lF教育学部事務室内)
Guidance Counseling Room for International Students
(Administration Office of Education, Education Building 1 F)

蝣ty. -cT'iさ.wr;芋.ご　　-

教育学部
Faculty of E血cation m学生相放書

J ILtiiiJ副u hIAi tj当日fiTTJ
Guldance Counseling Room for.
International Students

H ㌶E5M増訂MVf.*&.1fii*音聖ョ召蝪a冒胃閤EEH甘asa揮
い方は、玉田か中矢へ電后またはEメ-ルでご連椿ください.なお.
玉田および中矢の格鋲は、各研究室で行います.玉岡はK306にて、

中矢はK309にて行います.

t Att加一甘I an叫蜘?nt is not requred to see MsToji, α一e can be an-an唱ed
by contacting Dr. Tamao*くa or Dr,, Nakaya by tel蜘or E-mal Isted
血ve. Dr. Tamaoka好id Dr. Nakay wi meet you at廿℃r research rooms,
Dr. Tamaoka at K306 and Dr, Hぬy at K309.

107-



-
I
l
l
I

L
^
^
^
^
S

広島県内の留学隼の遠点棚

穣一広島県内には、約1,300名、 65カ国の外国人留学生が学んでいます.

蔽留学生用宿舎や大学の寮に入居できるのは約30/トセントで.半数近くの留学生が民間7/トトで
暮らしています.

薫　ところが、 r外国人はちょっと- ・」と敬遠する方がいらっしゃるのも事実です.

・また、現在日本では. 7/トトに入居する時に保証人を必要としますが.留学生にとって.親は

もちろん、知人もほとんどいない日本で保証人になってもらえる人を探すことは、大変なことです.

このような状訳にある留学生にとって.保証人が必要でなければ.生活上最も重要な7/トト探しが
容易に行え.広島での留学生活を円滑に始めることができます。

アパートの保証人を必要としない体制

書広島地域留学生住宅問題連絡協践会は.広島県内の大学、留学生、家主など地域の関係者が連携

協力するr7パートの保証人を必要としない体制」を提案しています。

次のように,対応策を取っています.

家賃滞納蝣-..i"v農芸告至芸だ?票冒芸望票畠E=霊琵亨冨票ヒ享宗孟・湖剛t
火災等の親書賠償　at;.'留学生に火災保険への加入義務づけ

大学が,留学生や留学生の世話をするチューターへオリエンテーシ

生活習慣等の指導　-キ　ヨン等で指導
T留学生のための民間7′1-ト入居ガイド」 (日・英.中・鯖の4力昆語で作成)を配付

契約時に明記した大学の対応窓口を通して、大学が留学生に直接理
苦情の窓口・処理　-由を聞き、必要なアドバイス・指導等を徹底

rアパートの保証人をtB専とし乱1価制」で

留学生を受け入れていただければ幸いです。

広島地域留学生住宅問題連絡協議会事務局

広島大学学/i:部s?学生　　TI三I. : 0824-24-6194. FAX :岬24-2ノ1-617D

L-Mこill : ryu阜:aku-etcfebur.hiroshima-u.ac.jp

exit叫kl1Tl it'苫粥ゞJilt.汁lこ昌男.こ:'??-,:7'i>　cjv.5Illlb t:とJ^T r只..守 !RlきiF'点　【=叫芋It-:・トこHJ_仁王+.I,L訂Ttじ2.

月SS'ffi喝m転umgm玩サ」」腰面目KHH9菅SMifi讃LIE副軌UH福邑門。北田録idJftHW聖賢は闇を噺MdVlwaMIMll弘田Hns叡tsst

r7パートの保証人を必要としない体制Jについての資料等をお送りさせていただきますので.
上記又は最寄りの大学等の留学生事務担当部署までご連絡ください.
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V2」　　　;言青　　　: "・2:

留学生氏名(国籍) ;

所　属　学　部　等;　広　島　大　学

身　　　分　　　　　学部学生,大学院学生,その他(研究生等)

標記の者が,宿舎を探していますので御配慮いただきますようお願いします.

なお,広島地域で実施している「連帯保証人を必要としない制度」を利用したい意向

ですので,併せて御配慮をお願いします.

また,家賃滞納などのトラブルを起こした場合,下記へご連絡いただければ,この制

度により私及び本学の関係者からも指導いたします.

平成　　年　　月　　日

指ym宕

所属学部等

氏　　　名

電話(大学)

広島大学

(0824) 24-

指導教官不在g)場合の連絡先

所属部局の留学生担当係　　　電話(0824) 24-

この制度についての照会先

広島大学留学生センター指導部門　　　電話(0824) 24-62

広島大学留学生課　　　　　　　　　　電話(0824) 24-6194
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広島大学留学生センター主催・広島大学留学生センター講演.討論会一指等部門分科会

どうすれば留学生を満足させうるのか?
〟竹at makes lnternat/onal students satfsfy?

堵　所:広島大学教育学缶第3会議室(2倍)無料.参加自由
時　間: 2001年12月21日(金)午後2時から午後4時50分まで

1.　接触唱面における留学生の意鼓的記鹿の検討

講師東京成徳大学-二三朋子(HIFUMI, Tomoko)先生
14:00-14:40講演

14:40-14ニ50質問(14:50-15:00休憩)
要旨:留学生が日本語母語括者との擁触場面で会話を行う時にどのような配慮を行っているかを、母語話者同士の場合に

おける配慮と比較検訂する.また、ボランティア教室に通う日本語学習者の由虚との違いも検討したい.参考文乱(1)一

二三朋子(1999).非母語話者との会話における母語話者の言語面戯面との特赦及び両者の関違身萩山和

47, 490-500. (2) -.二三朋子(1995).母韓語話者と非母国語話者との会吾吉における母語話者の岩野q巳鹿の闘寸・肋

産声研究43, 277-288. (3卜二三肝引2000)日本人との会話における外国人留学生の意識的配慮の検討..定鰍夢

棚7, 21-28.

2.　留学生のヘルパーに対する被援助志向性

講師一橋大学水野治久(MEUNO, Haruhisa)先生
15:00-15:40講演
15:40-15:50質問(15:50-16:00休憩)

要旨=留学生は日本人や大学開係者に援助を求めないと言われています.ここでは.米国の研究動向と訳査データを参

考にしながら. ①留学生の社援助志向性を高めていくにはどうしたら良いのか, ②留学生の鞍援助志向性を尊重した助

方法r=ついて.考えていきたいと思います.参考文献二(1)水野治久・石酎児(抑1)_アジア夷留学生の専門的ヘルパ

I.役割的ヘルパー.ボランティアヘル/く-に対する被援助志向性と社会・心理的変数の関連_肋軍和露49.

137-145. (2)水野治久・石隈串兜(2血))_アジア系留学生の専門的ヘルパーに関する額援助志向性と社会・心理的変数の

班嘉が育め寧芦研究48, 165-17a (3)水野治久・石隈和紀(1999).被援助志向性被風獅子動に関する研究の動向・粛

就・理学庶究47, 530-539,

3.　留学生、及び、日本語学校生の対日態度形成
講師早稲田大学山崎瑞紀(yAMAZAKI, Mizuki)先生

16:00-16:40　講演
16:40-16:50質問

要旨亡在日留学生の約脚を占めるアジア出身の留学生、日本語学校生が来日後、どのような対日憩度を形成するのか、

について.これまで行ってきた証田牙究(多母集団の平均・共分散構造モデルを用いた対日態度形成因果モデルの構成)や

事例研究をもとに、報告を行いたい.参考文歓: (1)山崎耽・倉元直樹・*村俊哉・横山捌く叫.アジア出身日本語学

校生の対日態度及び対異文化態度の形成におけるエスニシティの役軌枇項学研三宅48, 305-314・ (2)山轍.倉元

直樹<p村俊哉・横山剛(1 997).アジア系習学生の対日態度及び対異文化態度の形成におけるエスニシティの役軌紺

心和45, 119-128. (3)山曜(1994).アジア系就学生の対日イメージ形成に開するEfl果モデルの検札身初:I

厚夢死究42, 442一朝7. (4)山崎瑞紀(1993).アジア系留学生の対日態度の形成要因に関する研免心桝究64,

215-223.

この分科会についてのお問い合わせは.玉岡賀津撞(0824-24-6288; ktamaoka@hiroshima-u.ac.jp)または

中失礼美(0824-24-6289; anakaya@hiroshima-u.ac.jp)までご連絡ください。
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上茂牌ンダー
Hiroshima University

In terna tional Studen t Cen ter

広島大学留学生センター主催・講演討論会

留学生支援supp。rting International Students
堵所:広島大学教育学缶第3・4会接室(2階)無料.参加自由
時間: 2002年3月18日(月)午前10時00分から午後4時00分まで

(午前の部)10二00～ー2‥00 多目的囲学生支援調査の確立と有効な利用法

満足度調査の報告と多目的固学生支援調査の構想

玉拘 賀津雄 (広島大学留学生センタI 助教授)

スクリ- ニングによる留学生のr心の健康」調査と留学生へのフィードバック

中失 礼美 (広島大学留学生センタ一読師)

●広島大学留学生センター指導者門では、平成13年度に前期と後期の2回に渡って、留学生の溝足度調

査を行った.その轄見留学生のためにフイ-ドバックが行える実用的な調査の確立を模索して. 3つの目

的を合わせた多目的調査を作る構想ができあがった。それは,第1に. r生活.学習環境改善のための留

学生溝足度調査Jである。これは. 10種類の生活.学習・研究における留学生の満足度を測定して.授粟.

研究室,図書館,インターネットなどの田学生支援のための生活・学習環境の改善に役立てる調査である。

多数の質問項目から重要であると思われる項目に絞り込んで,短時間で有効な情報が得られるように工夫

した。第2に, rスクリーニングによる留学生の心の鍵康調査」である。これは,自由記述の質問とそれに対

する回答の有無をPlくことで.全留学生から相談や助言を必要とする留学生を漏れなく見出し.それに対応

する方法である。第3に, r国際交流のための留学生ボランティア・データベース」の作成である。調査の中

で.学内や地域での国醇交流を促進するために腎学生側から有償・無償のボランティア希望者を募L).そ

れをデ-タベースにして活用する.平成13年後期の調査では. 100名の囲学生が希望してきた。胃学生の

旬から国幹交流に棟棲的に事加したいという希望が重いことが分かった。以上の3つの目的を合わせた多

目的留学生支援調査を完成して.平成14年から実施したいと考えている。本講演討旨会では,このような

調査方法を提案し、留学生支援について討議する.

(午後の部)14‥00~ 16‥00 イスラム文化圏胃学生のための支援

講演着:服部 美奈(岐阜聖徳学園大学専任講節)

●午後の部では.済足度調査において明らかになったイスラム文化圏留学生のr指導教官との文化的コ

ンフリクトの問原Jを解決すべく、イスラム文化に造形の深い患部美奈先生に講演していただき、イスラム

文化圏甲学生の支援について討議する。

■　この講演討論会についてのお問い合わせは,玉岡賀津堆(0824-24-6288; ktamaoka@hiroshima-u.acjp)

または中失礼美(0824-24-6289; anakaya@hiroshima-u.ac.jp)までご連絡ください。
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平成13年度

7万e Year 2001

広島大学学長主催

肋sted by the President of Hiroshima肋iversity

広島大学外国人留学生懇親会
Friendship Party for Hiroshima肋iversity International Stude,/7tS

日時:平成13年12月12日(水)18:00-20:00

Date: 18:00-20:00, December 12, 2001

場所:ホテルゲランヴィア広島4階悠久
Place: Hote「Granvia Hiroshima, The Yukyu, 4th F一oor,

連絡先(Contact Telephone) : 0824-24-6184広島大学留学生課

International Student Division, Hiroshima University
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プログラム

Program

開会(18:00-)

学長挨拶

来賓紹介

来賓代表挨拶

留学生代表挨拶

乾杯

食事・歓談

アトラクション

閉会挨拶

閉会(20:00)

Opening

president s address

Introduction of guests

Guests representative s address

International student s address

Toast

Mea一 and conversation

Performances

Closing address

Closing

㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊥・㊨・㊥
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アトラクション・プログラム

物ゐr Performances

1.トルコの伝統弦兼帯rサズ」の演奏

performance ofa Traditional Turkish Stringed Instrument Saz

トルコからの留学生で教育学部の研究生であるテェンギス・グンド-ズさんが.トルコの伝統弦

楽器rサズJoj演奏を聞かせてくれます。 1曲目は. rナザJくル」というサズ独奏曲で. 2曲目は, rア

ウホディマム」という美しい女性を歌った曲です。

Cengiz GiJndogdu斤xxn Turkey, a res飽rch student in E血cation will p一ay a tradrtio帽I Turkish

stringed instrument 'Saz'. He will perform an in舟umerttal solo piece -Nazbari'and a song ca一led

'Analfadinmem (a name of pretty woman) wkh Saz.

2.落語- r親の由J野呂書焼海苔

A Comic Story 'parents'Face by YakinoriNorotei

教育学部3年の野呂和範君が,落語を披露してくれます。演目はr親の顔」で,高座名は野呂亭

焼海苔(のろていやきのり)です。日本語にはノ親の顔が見たい」という表現があります。これは,子ど

もの言動に驚きあきれはてたような場合に使う表現です.テストで5点を取った子どもの親が学校に

呼ばれ.先生と面接をすることになりました。さて,どうなることやら。

Kazunori Noro, a third-year Education student performs a Japanese traditional comic story,, krw

as -Rakugo'. His performing name is Yakinori Norotei and a朗e of Rakugo is `parents Face.

Th那is a common express卯in Japanese, Oya-no kaoずmfta/ fl脚がto see your卵7お'点cej

whch is used血n shocked by a child s behavior. A boy got only 5 points in a ma廿把m誠cs test In

this story, a boy and his伝ther are asked to come to school by a homeroom teacher. We I! see what

will happen to them.

休　憩

In termission
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3. HUSAバンドTr卜Stars

A HUSA Music Band TriStar's

Andrei Kalugin (アンドレイ・カルギン) - Vocal (敬)

pavel軸otov (バベル・ポロトフ)・・- Guitar (ギタ-)

Jani Juuso Antero Salmu (ジヤニ・ジュソ・アンテロ・サルム) - Harmonica (ハーモニカ)

広島大学短恥交換留学プログラム(HUSA)のロシアからの留学生2人とフィンランドからの留学生

1人が, Jくンドを作りました。グループ名は, rトライスタース'j(オリオン座の中心にあるr三つ勤で,

冬の夜空を飾る)ですOロシアの流行歌rクロスロード」を演奏してくます。

Three HUSA (Hiroshir佃UfW'耶叫Study Abroad) irrtematiαⅥl stu血its from Rus由and Finland

formed a music band called TiかStars w捕ch refers to the beautHulレornamented stars in廿糟cent餅

of Orion in the winter sky. The band will perform a Russian popular song Crossroad

4.インドネシア・バリ島の伝統的な踊りrマルガパティJ

Traditions/ Dancing in the Bali ls血nd, Indonesia, 'Margapati

広島市在住のインドネシア人のプトウ・アグシティナ・ユディアナさんが.バリ島の踊りを披露して

下くださいます。タイトルは, rマルガパティ」といい,森の動物達の話しです。バリ島には,多くのヒ

ンドゥー教寺院.独特の踊り.石彫美術が残っており.観光地として有名です。

putu Agusti佃Yudiana living in the city of和roshima will perform a Balinesian dance tilled

`Margapati'about animals in a f如st On the island of Bali many Hindu temples, traditional dancing,

music and stone-carving arts still remain.

5.神楽r塵倫』一広島県山県群千代田町r^圭西神楽岡」 (団長塚本捗芳)

Japanese Sacred Music and Dance Kagura 'Jinrin 'by Chiyodacho 'YaenishiKagura由〃'

如1800年前の大和時代の頃.身に翼があり,空を自由自在に駆けめぐる悪鬼が異国より九州に

攻めて来たとき.第14代仲哀(ちゆうあい)天皇が征伐された物語。舞台の側では.古事記の神話に

登場するr^岐大蛇」 (やまたのおろち)が舞う。

This dance is based on a tale斤om thβ Yamato period (about 18∞ years ago). ¶1e story

describes a叫ng devil who came to conquer Kyushu. TVle14th emperor Chuai chastises

this devi一. Beside the stage, the eight-fleaded dragon described in Kojiki (Record of Ancient

Matters) can be seen circling around.
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教育交流部門

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

堀田泰司

(広島大学留学生センター教育交流部門・助教授)

活動の経緯と目的

広島大学短期交換留学プログラム臥短期留鞘鎚舟度の一環として、特に日米対ヒ教育交流

会議抄ルコン)においてジュニア・イヤー・アブロード・プログラムによる留学生の受け入れ

を積極的に推進するよう勧告されていることもあり、アメリカ合衆国を主たる対象国としながら

北米、オセアニア、アジア、ヨーロッパ諸国の大学(短期学生交流協瑚効に在籍する学部学生

で、棉こ-学期若しくは-学年度の短期間留学を希望する者を対象とするもので、特別に「英

語による授業科目」を開設することでもって、本学~増色膏を受ける機会を提供し、もって学生交

流を鮒ヒさせ、本学の「層の国際化に資することを目的とするものである。そのために特に本

学では総合科学と言う観点から特色ある専門的科目や日本・アジア理解を推進する専門的科目

を提供し、将来、日本やアジアの事情に通じた人材の育成に貢献するとともに、本学の学生の国

際感覚の養成と海外留学を活性化することが出来るようなプログラムを投降する。また、交換留

学プログラムを通じて、広島大学の学生を積陶的l功臣外-派遣し、 2 1世紀の社会に貢献できる

コミュニケーション能力と国際感覚を身に付けた大学生の要請を目指している。

昨年からは、こうした交換留学翰ミより効率的且つ効果的田子われるようth仏P (University

Mobility in Asia and Pacific)事業にも参加し、単位互換制度においてもIMP事業が提唱す

るUCTS (I*仏P Credit Transfer Scheme)を適芯している　HUSAプログラムR国際交流委員会

の下郎組織である短期交換留学実施部会によって統括されており、部会R合計15名の各学部

代表委員並びにその他委員により構成されている。但し、実醇的な管理運営にあたっては、留学

生センターの教育交流押弓並びに留学生課がその主たる業叛を担っている。また、協定校からの

留学生の受け入れ、並びに、英語による授業科目の開講昧各学部が実施している。

I.受け入れプログラムの概要

・受け入れ期間: -学期又Iも一学年

・募亀人員:　　50名

・募集方法:　　学生交流協定を締結している(締結する)各国の大戦こ対し募集
要項を配布し、公募する。
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応募資格:

( 1 )本学との間に学生交流協定を締結している大学の学生または学生交

流について双方が合意した書簡がある大学の学生

(2)　原則として自国の大学の正規課程3年次の学部学生(協定校によって

は、院生も含む)

(3)　学業調和ミ優秀で日本留学に熱賛を持つ者

(4)　非英語圏から応募する学生にあっては英語による授業を履修できる
のに必要な英語力を持つ者

選考方法:別途設置する選考委員会において、書類と面接試験をもって選考するO

学生の身分と受け入れ方法:学生は留学生センターで総括しながら、それ鯛弓

に応じて本草か指導教官を定め、各学部で「特矧駒(広島大学学生交流規

程)として受け入れる。

授業料等の不徴収:交流協定に基づく、特即臓苦学生として受け入れるので、授業料

等を徴収しなし＼ (な湖受業糾こついては協定の中で「相互不徴虹について合
意する必要がある)

カリキュラム:授業科目R　3つの形態から構成されている。 「特設科目」は、 RSA

プログラムの学生のために特別に開設された英語による授業であり、 「常設科目」

は、すでi瑠盆合科学部で開設されていたものに、 mプログラムの学生が登録した

場合、英語を交えた授業にするという条件のいた授業であり、日本人学生と共に

履修するものである。第3に「日本語関係科目」は主に教育学部が開設している日

本語・日本事情の科目である。また、授業科削まそれぞれの学部が開設しているも

のであり、その統轄は各学部で行われている。以下が2001-2∝)2年度に開設された

授業科目一覧表である。

2001年度(2001年10月-2002年7月)授業科目一覧

1.特設科目

授業科目名　　　　　　　　単位数　　開講学期　　　　備考

アジアの哲学と宗教

動物の行動と人との関係

自主防醜制論

材料科学概論

財政理論と政策

現代日本政治

現代日本社会事情

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期

2単位　　秋学期
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生物生産学部

生物生産学部

理学部

経済学部

法学部

総合科学部



国数人権法演習

心哩学実験のための
コンピュータプログラミング

コミュニケーション能力の
理論的分析

日本の家庭生活

日本の翠ヒと教育

日本の琴演習

日本の文化と教育演習

日本の理科教育

仏教学

応用微生物学

環境動物生理学

現代化学既も:i

生命科学概論

グローづi/雌点からみた
日本経済

応用化学と生物工学概論

日本の教育改革

平和と人権

国際理解のための教材開発

比較教育学

開発と国際教育論

国語と国文学とその教授法

日英比較対象言語学

故芋SUES

日本のスポーツと文化

特殊教育における傾向と課頓

自由課題研究

2.常設科目

授業科目名

衆財ヒ学

日本語・日本事情B

日本語・日本事情A

生体防御学

≡
≡
≡
≡
|
l
>
.
蝣
|
|
.
r
;
i

i
l
1
.
1
V
j
-
1

I
蝣
≡
≡
≡
I
;
誉
蒜
照

2単位

2単位

2単位

2単位

2単位

2 Hi位

2単位

2単位

2111-位

2主Hffc

2単位

2 -T一位

2単位

2単位

2単位

1> l|i位

2単位

2 Jit位

2単位

2 -iii位

a m一位

2単位

2単位

3単位

2単位

4単位

票clcici

総合科学部

教育学部

教育学部

教育学郎

教育学部

教育学部

教育学郎

教育学細

字SB

生物生産学部

生物生産学部

理学部

理学部

Ⅷ町mfî̂
RiîB<fiî̂
E<iiT̂̂
B4tî̂
E<iiî̂
E<iiî̂
E*im̂̂
Boiî̂
B*fiii

備考

総合科学部

総合科学部

総合科学部

総合科学部

-119-



言語応用論演習A

量子力笥寅習

物理学実験A

地球科学野外演習

3.日本評封係科目

授業科目名

2単位

2単位

2単位

2単位

芸
v
v

l
i
i
:
'
'

総合科学部

総合科学部

理学部

理学部

単位数　　開講学期　　　　備考

日本語レ/ウレIA

日本語W</レIB

日本語レベルIC

日本語レベ/レID

日本語レベルIIA

日本語レベ/レIIB

日本語レベルIIC

日本語レベルID

日本語レ/斗レIIE

日本語レベ/レIIF

日本語レベルIIIA

日本語レ/勺レIIIB

日本語レ′斗レme

日本語レベルIVA

日本語レベ/レIVB

日本語レベ/レIVC

日本語レ/ウレIVD

日本語レベルVA

日本語レベルVB

日本語レベ/レVC

日本語レベルⅥ)

日本語レベルⅥ三

日本語レベルVF

日本語レベルVG

日本事情A

日本事情B

日本事情C

日本事情D

日本事情E

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋学期　　　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期_　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

2単位　　秋・春学期　　　留学生センター
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日本事情F 2単位　　秋・春学期　　　留学生センター

受け入れ体制の整備: (1)学生宿舎(日本人・留学地を用意するととも

に、ホームステイ受け入れ家庭との交流も促進する(2)日本人学生チューター

を事前に配置し、受け入れ開始と同時に留学生を支援する(3)入国時身元保証

人としては、各指導教酌こ依頼しないで、機謁偏狂(広島大判とするO

II. 2∝)1年度HUSAプログラム受け入れ状況

2001年度は、カナ久アメリカ、オーストラリア、ニュージーランド、マレーシア、タイ(釈

規) 、中国、韓国、フィリピン、ロシア、ポーランド、スウェーデン、イギリス、 Mツの19

大学(前年度20大学)から計36名(前年度42名)の留学生を受け入れた。期間R殆どの学生が

1年間の滞在を希望しており、男女別で見ると男子学生20名、女子学生16名であった

人数甥:女)

1名(1:0)

3名(3:0)

v
i
j
:
;
二
二
I
i

l
f
三
二
二
言
n
j
;
;
j
;
二
!
i
H
i
i
:
;
i
.
二
二
ニ
]
;
;

派遣国　　　大学名

カナダ　　　　カルガリー大学

アメリカ　　　フロリダ州立大学

メリーランド沫学

ミネソタ大学

ハワイ大学

アラバマ大学

オーストラリアニューイングランド大学

ラ・トローべ大学

マレーシア　　マラヤ大学

フィリピン　　フィリピン大学ディリマン校

中国　　　　大連理工大学

韓司　　　　釜山大学

慶北大学

タイ　　　　　タマサート大学

ロシア　　　トムスク工科大学

ポーランド　　ワルシャワ農業大学

スウェーデン　リンシューピン大学

イギリス　　リーズメトロポリタン大学

ドイツ　　　　チュービングン大学

2名(2:0)

3名(3:0)
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36名(20: 16)
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所罷糊rl

所属学部　　　　　　　　人数(男:女)

総合科学部

文学部

教育学部

経済学部

法学部

生物生産学部

工学部

理学部

国際協力研究科

5名(2:3)

6名(5:1)

11名(3:8)

5名　G:3

1名1:0

1名(1:0)

4名(4:0)

2名(2:0)

1名(o:1)

36名(20 : 16)

III. 2001年度HUSAプログラム受け入れ活動

選考: 2001年度募集要項は、昨年1-2月中に書簡酬己布され、 3-4月に各

大学から参力嘱望者が推帯された。そして、 5月にR本草か選考委員会によって

正式決定された。

渡目前の情報の提供:渡目前のオリエンテーションを兼ねて広島大学及び留学生生活

に関する情報を網羅した英語版の「短期交換留学生用手引き」を各学生に送付した。

また、学生の個人的な質問等にはホーム/・一一ジによる情報の提供と電子メ-ソLや

ファックスを活用し直接、個々のケースに対応した。

チューターオリエンテーション:日本人学生チューターに対し、今年度も2回の説明

会を行った。第1回目は、チューターとしての全般的な支援活動の内容について説

明し、第2回目は渡日後1週間の事務手続き並びに寮へ入居するまでの具体的な

支援活動についてオリエンテーションを行っ7㌔

見学・体験学習:短斯留学生を対象に毎年10月から11月にかけて、宮島見学、酒祭

り見学、文化交流のための学校訪問、稲刈り体験学習、ホームステイ等の課外活動

を実施している。その他にも短期プログラム用特設科目の指導教酌ミ授業の一貫と
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して独自に様々な見学旅行を実施している。

授業科目の開設伏況:短期プログラム用の開設科目数札毎年、全学から開講され、

今年度も69もの科目が短期留学生の為に開講され7㌔

履修状況:今年度の履修田兄昧過去5年の状況と概ね同様で全員が10-12単位、

授業科目数にして、 6-9教纏業を履修している。多くの学生は自分の専門分野

以外の教科こも積薗均に参加している。特に、日本語の履修の比率の多さ札例年

通り、顕著に現われている。

文化交流支援活動:今年度R 4年目を迎える口和町ホームステイプログラム-初

参加、東広島ホストファミリークラブとの交流会、クラブ活動-の参加の支援等を

行って来たまた、当留学生センターの指導部門による国際交流ボランティア制度

を利用し、日本人学生の会話パートナーを短期留学生に紹介している。会話パート

ナーとの交流は、留学生の日本人学生との交友関係をより充実したものにし、ここ

数年、留学生から喝桝感」という言葉を聞くことはほとんどなくなった。

IV.　2000 - 2001年度HUSA留学生派遣計画

本校の短期留学生派畳札2001年度までに既に5回実施されており、また、 2002年度派遣留

学生の選考も既に終えている。例年、 12月24日(本年度は、 25日)に応募者の選考試験を行い、

翌年の1 -2月中には実施委員会で選考、 3-4月に受け入れ大学へ推薦という日程で選考・推

薦を行っている。以下は、派遣学生の募熟こ関する資料の一部を抜粋したものである。

広島大学短期交換留学(HUSA)プログラム

派遣学生の募集について

1制度の趣旨:

短期交換留学プログラムは学部生・大物ミ短期学生交流協定等に基づいて母国の大学

に在措しつつ、派遣先の大学において学習、異文化体験、語学の実地習得等を目的として、概

ね1学年以内の1学期又は複数学期教育を受けて単位を取得し、研究指導を受ける制度で、

平成8度後期から、アメリカ、カナダ、オーストラリア、ニュージーランド、マレーシア、タ

イ、フィリピン、中国、輔乱ロシア、ポーランド、 TIjツ、オラン久スウェーデン、イギ

リスの大学から主として学部学生を短期交換留学生として招致し、本学の学部学生を各国各協
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定大学に派遣するという相互交流事業である。この交流事勅封酬こおいて授業料不徴

収及び単位互換認定の制度を内容としており平成14年度の派遣学生を別紙の通り募集しま+0

2　特徴:

・柁mrl

・単位互換制度

・嘆地コーディネータのアシスタント

・短期交換留学生との留学前の交流と留学後の明地での交流

3　出醐:
・申請書

・留学計画書

TOEFL成績表(197;馳ゞ望ましい. )

・学業脚書

4　出肺提出締め切り:平成13年11月30日(金)

5　選考:

応募条件を満たしている者に対し、留学計画、 TOEFL成績、学業成績及び面接(口述)読

験の結果に基づき選考する。第二希望大学まで選考の対象とする0

6　面接(口述)書式験日:平成13年12月25日(火)

7　決定:平成14年2月ごろ協定較-推帯し、最終欽定は協定校の決定によるものとする。

V. HU5A留学生派遣事業の実績

2001年度の短堺交換酔学生派遣に関しては既に28名を推帯し、 13大学-派遣した。また、

2002年度派童留学生に関しては、 29名が応募し、内19名はアメリカ、カナダ、オーストラリア、

中国、綿雪、イギリス、オランダ、阿ツの12校-の推帯が決定している。また、轍司の慶北

大学Iも短肝芦巨交辞事業の大幅な拡大に対応する形で、新年度に入り、第2次募集をかけてい

る。また、オーストラリアとニュージーランドの協定校に関してR今年の7月にも2次募集し、

10月に選考する予定である。

VI. HUBA留学封同色司項紅癖灘状況
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本学の学生i瑠汐帽r学の機会を増やすことが、広島大学瑚豆期交換留学プログラムの重要な任

務の-一つであることから、 2(別年度にもいくつかの活動を行った。第1の活動は、協定校の概要

を日本語で紹介する「協定鮫ガイドブック」の編集である。今年度は、タイのタマサートや来年

度から交流が始まる新脇定校も加わり、さらに内容を充実させている。第2の活軌も書簡童前

のオリエンテーションの開催で、毎年、留学に関する一般的な情報と共に、協定校から来ている

留学生との交流の場を提供している。また、広島大学と協定校の学生交流はその後も続き、現在

R協定佼においても様々な交流活動が行われている。最後に、海外留学の機会をより多くの学

生に認識してもらうため、 2001年の6月に短期交換留学プログラムの説明会を2回、開催した。

こうした説明会は今年度で5年目を迎え、毎年約150-200名程度の学生にプログラムに関するガ

イダンスを行って来た。今後ともより多くの説明会やその他の広報活動を続け、一人でも多くの

日本人学生を派遣できることを期待している。

VII.その他の活動

今年度も、その他の大きな活動としてR lhmP事業に関わる実質的な学内の業醇を開始したこ

とと学外でのth仏P事業の普及活動-の機軸勺参加が上げられよう。 tA仏P事業においてさも2000

年度から広島大学の短期プログラム実施部会長並びに担当教官がth仏Pの国内外の委員会の委員

を努め、その活動の中心的な役割を担ってき7㌔そうした状況から今年度も国内外でtAW事業

の普及、広報活動に積極的に参加し、また、広島大学の交換留学プログラムにおいてもtmを

試行的に導入し、協定校との交渉やERASMUSのガイドラインに沿ったプログラムガイドブックの

仲裁等と行っている。

主な活動

6月

7月

9月

11月

香川大学で開催された平成13年度留学生交流研究以義会(中国・四国・九州大会)

にて短期プログラム(以下、短プロ)担当教官が広島大学の事例を使ってLh仏P事業

の業務内容について具体的に説明した。

アラバマ大学軌

短プロ担当教酌ミカンボジアで開催されたメコン川広流域諸国のためのIh仏Pセミナ

ー・高等教育講演会にて日本のuW活動について広島大学の事例を使って説明した。

小樽商科大学とscs (スペース・コラボレーションシステム)を使って適璃受業を実

験的に試みた。
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12月　　短プロ実施部会長と短プロ担当教官がIWAP国内委員会を代表してフィンランドで開催

された第13回射、日高等醐議会(EAIE)年次会議にて日本のtAW活動Klいて発表

した。

広島大学留学生センター主催、講演・討論会を開催,短プロは、 13大学(16名)が参

加し、短プロの運営に関する諸問題について討論した。

1月

2月

3月

短プロ担当教官が総合科学部長、高等教育研究開発センター長、同センター教官1

名とともにアメリカの協定校であるフロリFJJ、日立大学、ミネソタ大学を訪問し、プ

ログラム制度について情報を収集すると共に、短プロの運営について意見交換を行

っ7㌔そして、カナダのブリティッシュ・コロンビア大学を訪問し、学生交流協定

締結の可能性について会談した。

下関市立椙とが来民UAMPの実施について説明し7㌔

短プロ実施部会長と短プロ担当教官がイギリスのシャフィーソレド大学、ノツテイン

ガム大学、レスター大学を訪問し、学生交流協定締結の可能性について会談した。

短プロ実施部会長と短プロ担当教官が日本IhmP国内委員会が主催するth仏P事業に

関する説明会で講演し7㌔

横浜国立大学が親Ih仏P活動等について説明した。

短プロ担当教官が佐賀大学主催「海外留学推進シンポジウム」にてuW事業につい

て講演した。
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広島大学留学生センター講演・討論会

「留学生教育と危機管理」
中川正弘

広島大学留学生センターでは2(氾1年12月21日(金) - 22日(jj、留学生教育に関わっていらっ

しゃる多くの方にお集まりいただき、恒例の詩境・討論会を開催した0

午前の部の全体会は「留学生教育と危機管理」をテーマに、このような問題に関わりご活躍のお

二人に講演を臓、し、午後の部では日本語教育部門、指導部門、短期交流押弓のヨ耶門がそれぞ

れ部門固有のテーマで分科会を持った。

全体会12月21日(10=00-12:10) :教育学部第1会議室

「留学生教育と危機管理」

開会の辞:二宮暗　留学生センター長

司会:浮田三郎

1臨床の見地から

「留学生のメンタノWvレスと危機管理」

京都大学留学生課専P職員　大橋敏子(10: 10-ll: 10)

留学生のメンタノt-)レスの危機対応について、多文化間カウセリングの視点から考察

する。さらに、カウンセラーと精神科医との連鰍こついて多文化間精神医学の乱点から

も考察したV I.

2　行政の見地から

「留学生教育と危機管理～大学、地域社会、ネットワーク～」

東京大学留学生センター　栖原暁(ll : 10-12: 10)

外国人にとって「危機」とは日本に足を踏み入れた時点から直面する様々なバリアで

あり、その速やかなう印良と、安全で円滑な日常生活の確保が留学の成否を決定づける重

要なファクターの一つとなる。留学生数が再び急増に転じる中で、大学はこれに対して

いかなる対応をすべきか.大気地峡社会、ネットワークをキーワードに考えてみたい.
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・日本語教育部門分科会

「日本語教育機関の連携・協力と外部-の貢献」

留学生センター等、日本語教育機謁はその内部における教育・研究活動の充実を図るだけではな

く、外部の和紙とも積極的に連携・協力し、またさまざまな形で貢献することが求められており、

このような情勢の中、連携、貢献とは具体的にどのような形で行われるものか考えねばならないO

そこで、今回の日本語教育部門の分科会で手もさまざまな形で外の組織、団体と関わって活動し

ている国内のいくつかの機調で日本語教育を担当していらっしゃる方々にその機調の活動について

話していただき、このような問曙について討議した。

司会一多和田直一郎

一国立国語研究所の活動

金田智子(14 :00-14:45)

一国際交流基金日本語国際センターの活動

中村雅子(14 :45-15 : 30)

一国際交流基金関西国際センターの活動

長谷川聡(研修事業課長) (15 : 30-16 : 15)

・部門討議(16: 15-16:50)
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・指導部門分科会

「どうすれば留学生を満足させうるのか?」

1.接角暢面における留学生の意識的配慮の検討

講師　東京成徳大学　一二三朋子(HIFUMI, Tomoko)先生

14:00-14:40講演

14:40-14:50質問(14:50-15:00休憩)

要旨:留学生が日本語母語話者との接触場面で会話を行う時にどのような配慮を行っているかを、母

語話者同士の勢合における配慮と比較検討する。また、ボランティア教室に通う日本語学習者の配

慮との違いも検討したし＼参考文献: (1)二三朋子(1999).非母語話者との会話における母語話者の

言語面と意識面との特徴及び両者の関遮　f'L珂47, 490-500. (2)一二三朋子(1995).母国

語話者と非母国語話者との会話における母語話者の意識的配慮の検討　mfr者学研

究43, 277-288. (3)一二三朋子(20仰)日本人との会話における外国人留学生の意識糊犯意の検甜′有

ノ勅顔莞大学昭7, 21-28.

2.留学生の-ゾレバーに対する被援助志向性

講師　一橋大学　水野治久(MIZUNO. Haruhisa)先生

15:00-15:40講演

15:40-15:50質問(15:50-16:00休憩)

要旨:留学生は日本人や太箸現係者に援助を求めないと言われていま+Oここでは,米国の研究動向

と調査データを参考にしながら, ①留学生の被援助志向性を高めていくにはどうしたら良いのれ

②留学生の披援助志向性を尊重した援助方法について,考えていきたいと思いますこ参考文献: (1)

水野治久・石隈酔強己(2001).アジア系留学生の専門的へ/レ1-,役副的〈ノレ1-,ボランティアへ/レ

バーに対する被援助志向性と社会・心理的変数の関連者融:摩期現49, 137-145. (2)水野治久・

石隈利紀(2000).アジア系留学生の専門的-ノレ1-に関する被援助志向性と社会・ J山里的変数の関直

線珂48, 165-173. (3)水野治久・石隈手嚇己(1999).被助志棚も被援助行動に関する研

究の動向.教配珂47, 530-539.

3.留学生、及び、日本語学校生の対日態度形成

講師　早稲田大学　山崎瑞紀(YAMAZAKI. Mizuki)先生

16:00-16:40講演

16:40M6:50質問

要旨:在日留学生の約鵬を占めるアジア出身の留学生、日本語学校生が来日後、どのような対日態

-129-



度朝物鎗するのか、について、これまで行ってきた諏査研究(多母集団の平均・共分散構造モデルを

用いた対日態厨宵成因果モデルの構成)や事例研究をもとに、報告を行いたし㌔参考文献: (l)山崎帝

紀・倉元直樹・中村俊故・横山剛(20伽).アジア出身日本語学校生の対日態度及び対異対ヒ態度の形

成におけるエスニシティの役凱身昏/I:珂48, 305-314. (2)山崎職己・倉元直樹・中村俊哉・

横山剛(1997).アジア系留学生の対日態度及び対異文化態度の形成におけるエスニシティの役凱教

W'L珂45, 119-128. (3)山崎瑞紀(1994).アジア系就学生の対日イメージ形成に関する因果モ

デルの検計舵珂42, 442-447. (4)山崎瑞紀(1993).アジア系留学生の対日態度の形成要

因に関する研究JL:珂64, 215-223.
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・短期交流部門分科会

「受け入れ学生の教育環境」

〔14:00-15 :30〕

1所属先・指導教官のミスマッチに関して

指導数百や受け入れ学部に関して札留学生の選考や留学目的を考慮して決定しているが、時と

して留学生の本当のニー刃こ即していなV場合がある。しかし、制度的に、来日後、受l榊増部

や指導教官を変更することt滴めて困難である。短プロの教育面での受け入れ体制を充実させるた

めには、今後どのような対応をすべきれ

2短プロ科目の学内での扱いについて(特別科目と一般科目の扱いの違いから生

まれる利点と弊害)

短プロ科目は多くの大学で札特別に追加された科目であり、英語で教えられるため、学部では、

「非常に負担となる」科目として扱われているケースが多v toまた、 「般科目として扱われた場合、

日本人学生の参加が可能でも、実際に札英語で開講される短プロ科目-の参加は難しかったり、

学内での実質的な一般科目としての位置付けが難LV状況が生まれる。短プロ科目が挙句で認めら

れるべき理想的な位置付けとはどのようなものれ

3異文化間理解教育について

短プロ留学生の存在は、多くの大学では、学内・地元コミュニティーの異文化男狗括動になんら

かの影響を及ぼしている。また、短プロ留学生自身にとっても異文化理解・適芯能力の麹戎札重

要な教育目的の1つと言えよう。で昧そうした異文化理解教育・活動を受け入れ大学はどのよ

うに具体的に実施すべきカも

〔15:50-16:50〕

4短プロ科目のUMAPのUCTSの活用について

実熟こth仏P奨学金を利用されている大学の対応状況について、テクニカルな部分で不明確なこと

がある場釦もできる範頚で説明する。

5 SCS・ITを利用した短プロ科目の開発について

今までにもscs (ス/キースコラボレーションシステム)を利用して短プロのための共同開発授業

の開講が計画されたが、未だ実現していない.しかし、 /j潮境嗣大と広島大学で実験授業を行なっ

たので、その報告をし、将来的にR SGやITを利用してどのような科目を開発すべきか酎諭した

し㌔
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参加者名簿

大学.所醐 等 所 属 官 職 氏 名

聾

東京大学 留学生センター 教授 栖京 暁

京拓大学 留学生課 専門職員 大橋 敏子

国甘 言 日本語教商押ヨ 主任研究員 金田 智子

国際交流基金 日本語国際センター 専任講師 中村 雅子

国際交流基金 関西国際センター
LJ> 長谷川 聡

東京成徳大学 人文学部 専鰐苦節 一二三 朋子

一橋大学 大判蒜ヒ学研究科 .法学部 諦師 水野 治久

早稲田大学 留学生センター 非常勤言獅 山崎 瑞紀

是

請
普

群馬大学 留学生センター 助軸受 渡部 孝子

埼玉大学 経済学部 講師 鈴木 洋子

国禁交流基金 関西国際センター 言獅 熊野 七絵

東京外国語大学 留学生日本語教育センター 教授 松井 信行

金沢大学 留学生センタ】 助教授 峰 正志

神戸大学 留学生センター 教皮 中西 泰洋

岡山大学 留学生センター 講師 Andrew Baike

岡山大学 留学生センター 教授 斉藤 美智子

高知大学 人間 教授 奥付 訂一代

韓国暁天大学校 . 人文社会科学大学日語日文学科 講師 成 規 照

導

再

]ビ毎道大学 留学生センター 助教授 関 道子

東北大学 留学生センター 助軸受 助川 泰彦

群馬大学 留学生センター 教授 庄司 悪雄

千葉大学 留学生センター 助教授 見奴 悌治

東京農工大学 留学生センター 助教授 田崎 敦子

東辞学芸大学 留学生センター 助軸受 任酢栗 新

桜美林大学 国際教育センター 助教授 松下 達彦

富山大学 留学生センター 助教授 出婦 節子

信州大学 経済学部 助手 秋庭 裕子

福井大学 教育地域科学部 助教授 脇田 里子

名古匿大学 留学生センター …sM 松浦 まち子

名古屋工業大学 工学部 諦師 宮地 朝子
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UJR * # 人文学部 教陵 林 伸一

バンバツ大学 日本語科 酔顔授 宋 晩翼

短
罵

′j僧商科大学 商学部 助教授 横田 宏治

東北大学 留学生センター 助教授 粕壁 善隆

筑波大学 留学生センター 助手 鈴木 伸隆

東京大学 教養学部 助手 君 康道

東京外国語大学 留学生日本語教育センター 教授 道脇 綾子

東京農工大学 留学生センター 助教授 川端 良子

東京工業大学 留学生センター 教授 廟頼 幸夫

電気通信大学 留学生センター 教授 外山 昇

京都大学 留学生センター 助教授 青谷 正妥

大阪大学 留学生センター 教授 北浜 菓子

対坂大学 留学生センター 助軸受 近藤 佐知彦

岡山大学 留学生センター 教授 亀高 鉄雄

岡山大学 留学生センター 助軸受 中村 和泉

大分大学 教育福祉科学部 教授 隈本 1暁子

大分大学 教育福祉科学部 講師 森 玲子

九州大学 留学生センター 教授 Andrew G }bbin

琉球大学 留学生センター 教授 原 勢二郎

ひろしま国際センタ一冊蜘 研修第⊥課 日本語常勤諏師 犬飼 康弘他5名

広島大学 文学部 助教授 橋本 敬司

教育学部 留学生野弓教育教官 山本 雅美

総合科学部 留学生帝】ヨ教育教官 金森 貞夫

法学部 留学生群弓教育教官 森川 昌子

保鮭管理センター

技官 松山 まり子

技官 岡田 真紀

技官 石原 令子

助教授 中丸 澄子

総合科学部 留学生担当係 井上 雅帝

留学生センター センター長 二宮 陪

教授 多和田 昇l頚β

教授 浮田 三郎
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広島大学留学生センター講演・討論会

「日本語CALL教材の研究」

多和田嘉一郎

日本語CALL教材の作成・使用・評価等に関する講演・討論会を行なった。

英語CALL教材で成功を収めた「3ラウンドシステム」を日本語に応用して作成した

日本語CALL教材(聴解練習用) 「アパートに住む」を題材に、 CALL教材の高度化に

ついて考え、共同研究の可能性についても話しあった。

日時:2002年2月22日(金)・23日(土)

場所:教育学部K208

出席者 池田伸子(九州大学)

大城朋子(沖縄国際大学)

小川誉子美(横浜国立大学)

川平博一(琉球大学)

中川良雄(京都外国語大学)

難波康治(大阪大学)

藤本孝一郎(城西大学)

中川正弘(広島大学)

石原浮也(広島大学)

題材提供　水町伊佐男(広島大学)

多和田直一郎(広島大学)

日程:2月22日(金)

受付(10:30-ll :00)

概要説明(ll : 00-12 : 00)

休憩(12:00-13:30)

CALL教材の検討(13 : 30-15 : 00)

休憩(15:00-15:30)

質疑応答・討論会(15: 30-17: 00)

意見交換会(18 : 00-20 : 00)

2月23日(土)

共同研究打ち合せ(10 : 00-12 : 00)
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留学生センター講演・討論会

「留学生支援」

中失　礼美

広島大学留学生センターでは、平成14年3月18日　α)に学外、学内から留学生指導に携

わられている方々に参加いただいて、 「留学生支援」と題する講演・討論会を開催した。

午前の部では、広島大学留学生センター指導部門の二名によって、 「多目的留学生支援調査の

確立と有効な利用法」と題した発表を行った。

午後の部では、岐阜聖徳学園大学助教授服部美奈先生から「イスラム文化圏留学生のための

支援」に関する講演を頂き、その後に討論を行った。

テーマ:留学生支援

開催日時:平成14年3月18日(月)午前10時から午後4時まで

(受け付けは午前9時から)

プログラム:

(午前の部) 10:00-12:00　多目的留学生支援調査の確立と有効な利用法

1.満足度調査の報告と多目的留学生支援調査の構想

玉岡　賀津雄(広島大学留学生センター助教授)

広島大学留学生センター指導部門では、平成13年度に前期と後期の2回に渡って、留学生の

満足度調査を行ったoその結果,留学生のた糾こフィードバックが行える実用的な調査の確立

を模索して, 3つの目的を合わせた多目的調査を作る構想ができあがったことを発表した。

2.スクリーニングによる留学生の「心の健康」調査と留学生-のフィードバック

中失　礼美(広島大学留学生センター講師)

広島大学留学生センター指導部門が行った満足度調査の中では、自由記述欄を設け、全留学

生から相談や助言を必要とする留学生を漏れなく見出し,それに対応する方法をとった。その

対処方法について主に発表をおこなった。

(午後の部) 14:00-16:00　イスラム文化圏留学生のための支援

講演者:服部　美奈(岐阜聖徳学園大学助教授)

イスラム教についてとイスラム文化圏留学生に対する支援について講演していただき、その後

各大学でのイスラム文化圏留学生の支援のあり方について討議を行った。
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広島大学留学生センター指導部門主催「留学生支援」講演討論会出者　2002年3月18日明)

学外参加者19名、学内参加者9名

氏 名 大学名 役職名

服部美奈 (講演署) 岐阜聖徳学園大学 助教授

中島美樹子 東北 学 、b 学研究課留学生企画室 講師

山本一男 埼玉大学留学生センター 教授

広瀬幸夫 東京工業大学留学生センター 教授

藤拝桂子 横浜国立大学留学生センター 助教授

牧かずみ 信州大学医学部国際交流室留学生専門教育教官 講師

三井豊子 静岡大学教育学部 講師

田所真生子 名古屋大学大朝完国際開発研究科 講師

松下達彦 桜美林大学国際教育センター 助教授

瀬ロ郁子 神戸大学留学生センター 教陵

岡益巳 岡山大学留学生センター 教陵

康田陽子 岡山大学経済学部 言郎市

永井智香子 長崎大学留学生センター 助教授

中村幸士郎 山口大学教育学部 教授

金城かお り 琉球大学留学生センター 講師

中田晶子 国際交流会東広島

中原通子工 国際交流会東広島

犬飼 康弘 ひろしま国際センター 日本語講師

浅田雅美 ひろしま国際センター

片岡勝子 広島大学医学部 教授

山岡和子 広島大学医学部留学生専門教育教官 講師

森川昌子 広島大学法学部留学生専門教育教官 講師

Tee Heng 広島大学経済学部留学生専門教育教官 講師

太田啓子 保健管理センター 非常勤講師

佐々木京子 保健管理センター 非常勤講師

朝倉淳 広島大学医学部留学生専門教育教官 講師

宮丸尚子 広島大学工学部大学院教務係

田口明子 広島大学教育学研究科 院生
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